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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局装置と通信する移動局装置であって、
　第１の移動局識別子に基づいて定義された検索領域における物理下りリンク制御チャネ
ルで、前記第１の移動局識別子が含まれる情報を検出する手段と、
　前記第１の移動局識別子に基づいて定義された検索領域における前記物理下りリンク制
御チャネルで、第２の移動局識別子が含まれる情報を検出する手段と、
　共通検索領域における前記物理下りリンク制御チャネルで、前記第２の移動局識別子が
含まれる情報を検出する手段と、を備え、
　前記第１の移動局識別子は、動的なスケジューリングのために使用される移動局識別子
であり、前記第２の移動局識別子は、持続的なスケジューリングのために使用される移動
局識別子であることを特徴とする移動局装置。
【請求項２】
　移動局装置と通信する基地局装置であって、
　第１の移動局識別子に基づいて定義された検索領域における物理下りリンク制御チャネ
ルで、前記第１の移動局識別子が含まれる情報を前記移動局装置へ送信する手段と、
　前記第１の移動局識別子に基づいて定義された検索領域における前記物理下りリンク制
御チャネルで、第２の移動局識別子が含まれる情報を前記移動局装置へ送信する手段と、
　共通検索領域における前記物理下りリンク制御チャネルで、前記第２の移動局識別子が
含まれる情報を前記移動局装置へ送信する手段と、を備え、
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　前記第１の移動局識別子は、動的なスケジューリングのために使用される移動局識別子
であり、前記第２の移動局識別子は、持続的なスケジューリングのために使用される移動
局識別子であることを特徴とする基地局装置。

                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動局装置、移動通信システム、通信方法、物理下りリンク制御チャネルの
デコード処理に関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ（3rd Generation Partnership Project）は、Ｗ－ＣＤＭＡ（Wideband-Code 
Division Multiple Access）とＧＳＭ（Global System for Mobile Communications）を
発展させたネットワークを基本した携帯電話システムの仕様の検討・作成を行なうプロジ
ェクトである。３ＧＰＰではＷ－ＣＤＭＡ方式が第３世代セルラー移動通信方式として標
準化され、順次サービスが開始されている。また、通信速度をさらに上げたＨＳＤＰＡ（
High-Speed Downlink Packet Access）も標準化され、サービスが開始されている。３Ｇ
ＰＰでは、第３世代無線アクセス技術の進化（Evolved Universal Terrestrial Radio Ac
cess：以下、「ＥＵＴＲＡ」と呼称する。）が検討されている。
【０００３】
　ＥＵＴＲＡにおける下りリンク通信方式として、互いに直交するサブキャリアを用いて
ユーザ多重化を行なうＯＦＤＭＡ（Orthogonal Frequency Division Multiple Access）
方式が提案されている。また、ＯＦＤＭＡ方式において、チャネル符号化等の適応無線リ
ンク制御（リンクアダプテーション：Link Adaptation）に基づく適応変復調・誤り訂正
方式（ＡＭＣＳ：Adaptive Modulation and Coding Scheme）といった技術が適用されて
いる。ＡＭＣＳとは、高速パケットデータ伝送を効率的に行なうために、各移動局装置の
チャネル品質に応じて、誤り訂正方式、誤り訂正の符号化率、データ変調多値数などの無
線伝送パラメータ（以下、「ＡＭＣモード」と呼称する。）を切り替える方式である。各
移動局装置のチャネル品質は、ＣＱＩ（Channel Quality Indicator）を使って基地局装
置へフィードバックされる。
【０００４】
　ＯＦＤＭＡでは、通信可能な領域を物理的にサブキャリアに対応する周波数領域と時間
領域とに分割することができる。この分割領域をいくつかにまとめたものは物理リソース
ブロックと呼ばれ、一つ、または、いくつかの物理リソースブロックを各移動局装置へ割
り振り、複数の移動局装置を多重化した通信が行なわれる。基地局装置と各移動局装置と
が、その要求に応じた最適な品質・速度での通信を行なうためには、各移動局装置におけ
る各サブキャリアに対応する周波数帯のチャネル品質を考慮した物理リソースブロックへ
の割り当ておよび伝送方式の決定が必要である。伝送方式やスケジューリングは基地局装
置が行なうため、この要求を実現するために、基地局装置へ各移動局装置から周波数領域
ごとのチャネル品質がフィードバックされる。さらに、必要な場合には、基地局装置へ各
移動局装置が選択した（例えば、チャネル品質の良い）周波数領域を示す情報がフィード
バックされる。
【０００５】
　また、ＥＵＴＲＡにおいては通信路容量を増大するために、ＭＩＭＯ（Multiple Input
 Multiple Output）を利用したＳＤＭ（Space Division Multiplexing：空間多重技術）
やＳＦＢＣ（Space-Frequency Block Diversity）、ＣＤＤ（Cycle Delay Diversity）と
いった送信ダイバーシティの利用が提案されている。ＭＩＭＯは多入力・多出力システム
または技術の総称であり、送信側、受信側に複数のアンテナを用いて、電波の入出力の分
岐数を複数にして伝送することを特徴とする。ＭＩＭＯ方式を利用して空間多重送信でき
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る信号系列の単位をストリームと呼ぶ。ＭＩＭＯ通信時におけるストリームの数（Rank）
は、チャネル状態を考慮し、基地局装置が決定する。移動局装置が要求するストリームの
数（Rank）は、移動局装置から基地局装置へＲＩ（Rank Indicator）を使ってフィードバ
ックされる。
【０００６】
　また、ダウンリンクにおけるＳＤＭの利用時については、各アンテナから送信される複
数ストリームの情報を正しく分離ために、予め送信信号系列を前処理する（これを、「プ
レコーディング」と呼称する。）ことが検討されている。プレコーディングの情報は、移
動局装置が推定したチャネル状態をもとに算出することができ、移動局装置から基地局装
置にＰＭＩ（Precording Matrix Indicator）を使ってフィードバックされる。
【０００７】
　このように、最適な品質での通信を実現するために、各移動局装置から基地局装置へ、
チャネル状態を示す様々な情報をフィードバックすることが必要とされている。このチャ
ネルフィードバックレポートＣＦＲ（チャネル状態情報）は、ＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩなど
で形成されている。これらのチャネルフィードバックレポートのビット数やフォーマット
は、状況に応じて基地局装置から移動局装置へ指定される。
【０００８】
　図１５は、ＥＵＴＲＡにおけるチャネル構成を示す図である（非特許文献１参照）。Ｅ
ＵＴＲＡの下りリンクは、物理報知チャネル（ＰＢＣＨ：Physical Broadcast Channel）
、物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Physical Downlink Control Channel）、
物理下りリンク共用チャネル（ＰＤＳＣＨ：Physical Downlink Shared Channel）、物理
マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ：Physical Multicast Channel）、物理制御フォーマ
ット指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ：Physical Control Format Indicator Channel）、物
理ハイブリッド自動再送要求指示チャネル（ＰＨＩＣＨ：Physical Hybrid ARQ Indicato
r Channel）と、により構成されている。
【０００９】
　また、ＥＵＴＲＡの上りリンクは、物理上りリンク共用チャネル（ＰＵＳＣＨ：Physic
al Uplink Shared Channel）、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：Physical R
andom Access Channel）、物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：Physical Uplink 
Control Channel）と、により構成されている。
【００１０】
　ＥＵＴＲＡにおいて、上りリンクシングルキャリアの性質上、移動局装置から異なるチ
ャネル（例えば、ＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨ）を使用して、同時に送信することはできない
。移動局装置は、これらのチャネルを同じタイミングで送信する際には、仕様等の定義に
従って情報を多重化して定められたチャネルで送信するか、もしくは、仕様等の定義に従
っていずれかの情報のみを送信する（その他のデータは送信しない（ドロップする））。
【００１１】
　一方、ＰＵＳＣＨは、主に上りリンクデータを送信するために使用されるが、チャネル
フィードバックレポートＣＦＲもＰＵＣＣＨを使用して送信されない場合に、上りリンク
データ（ＵＬ－ＳＣＨ）と共にＰＵＳＣＨを使用して送信される。すなわち、チャネルフ
ィードバックレポートＣＦＲは、ＰＵＳＣＨもしくはＰＵＣＣＨを使用して基地局装置に
フィードバックされることになる。一般的に、１サブフレーム内においては、ＰＵＣＣＨ
に比べてＰＵＳＣＨの方がチャネルフィードバックレポートＣＦＲを送信するために割り
当てられるリソースが大きく、より詳細なチャネルフィードバックレポートＣＦＲ（基地
局装置、移動局装置によってサポートされる物理リソースブロック数が６５－１１０個（
２０ＭＨｚシステム帯域幅）の場合で、おおよそ２０～１００ビット程度以上の情報）を
送信することができる。移動局装置は、ＰＵＣＣＨを使用して、１サブフレーム内で、お
およそ１５ビット程度以下の情報しか送信することができない。
【００１２】
　移動局装置はＰＵＣＣＨを使用して、チャネルフィードバックレポートＣＦＲを周期的
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に送信することができる。また、移動局装置はＰＵＳＣＨを使用して、チャネルフィード
バックレポートＣＦＲを周期的、非周期的に送信することができる（非特許文献１、２）
。基地局装置は、移動局装置にＲＲＣシグナリング（無線資源制御信号）を使用して、持
続的なまたは永続的なＰＵＳＣＨのリソース、および、送信間隔を設定することによって
、チャネルフィードバックレポートＣＦＲを、ＰＵＳＣＨを使用して周期的に送信させる
ことができる。また、上りリンク送信許可信号にチャネルフィードバックレポート要求（
チャネル状態レポートトリガー）を指示する１ビットの情報を含めることにより、チャネ
ルフィードバックレポートＣＦＲと上りリンクデータを、ＰＵＳＣＨを使用して非周期的
（一時的、単発的）に送信させることができる。
【００１３】
　また、移動局装置はＰＵＳＣＨを使用してチャネルフィードバックレポートＣＦＲのみ
を非周期的に送信することができる。チャネルフィードバックレポートＣＦＲのみの送信
とは、移動局装置が上りリンクデータとチャネルフィードバックレポートＣＦＲを同時に
は送信せずに、基地局装置に対して、チャネルフィードバックレポートＣＦＲのみ（ただ
しＡＣＫ／ＮＡＣＫなどの情報は含まれる。）を送信することである。
【００１４】
　一方、ＥＵＴＲＡでは、音声通信などリアルタイムトラフィックのために持続的なまた
は永続的なＰＵＳＣＨのリソースがスケジューリングされ、移動装置は、ＰＤＣＣＨによ
る上りリンク送信許可信号なしに上りリンクデータ用のＰＵＳＣＨを送信することが可能
である。これをパーシステントスケジューリングと呼ぶ。基地局装置は、移動局装置にＲ
ＲＣシグナリング（無線資源制御信号）を使用して、送信間隔を設定し、特別なＰＤＣＣ
Ｈによって持続的なＰＵＳＣＨの割り当てを活性化する。この特別なＰＤＣＣＨには、持
続的なＰＵＳＣＨのリソースブロックや変調および符号化方式などを特定する情報が含ま
れている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００１５】
【非特許文献１】3GPP TS (Technical Specification) 36.300, V8.4.0 (2008-03), Tech
nical Specification Group Radio Access Network, Evolved Universal Terrestrial Ra
dio Access (E-UTRA) and Evolved Universal Terrestrial Radio Access Network (E-UT
RAN); Overall description; Stage 2 (Release 8)
【非特許文献２】3GPP TS (Technical Specification) 36.213, V8.2.0 (2008-03), Tech
nical Specification Group Radio Access Network, Physical Layer Procedures (Relea
se 8)
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　しかしながら、従来の技術では、上りリンクデータのためのＰＵＳＣＨのパーシステン
トスケジューリングと周期的なチャネルフィードバックレポートＣＦＲのためのＰＵＳＣ
Ｈの持続的な割り当てとが混在している。また、これらの指示に必要な信号は、共通点が
あるにもかかわらず別々の信号が用いられているため、システムの設計が煩雑になるとい
う問題があった。
【００１７】
　また、周期的なチャネルフィードバックと非周期的なチャネルフィードバックの起動方
法、チャネルフィードバックのみの送信とチャネルフィードバックと上りリンクデータの
同時送信の起動方法について、別々の信号が用いられているため、効率的に切り替えるこ
とができないという問題があった。また、新たに別のフォーマットの上り送信許可信号を
導入すると、移動局装置で不必要な処理（ブラインドデコーディング処理）が増加してし
まうという問題があった。
【００１８】
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　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、基地局装置が、移動局装置に
対して、チャネルフィードバックレポートおよび／またはパーシステントスケジューリン
グを効率的な信号を使用して要求することができる移動局装置、移動通信システムおよび
通信方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　（１）上記の目的を達成するために、本発明は、以下のような手段を講じた。すなわち
、本発明の移動局装置は、基地局装置と通信する移動局装置であって、第１の移動局識別
子に基づいて定義された検索領域における物理下りリンク制御チャネルで、前記第１の移
動局識別子が含まれる情報を検出する手段と、前記第１の移動局識別子に基づいて定義さ
れた検索領域における前記物理下りリンク制御チャネルで、第２の移動局識別子が含まれ
る情報を検出する手段と、共通検索領域における前記物理下りリンク制御チャネルで、前
記第２の移動局識別子が含まれる情報を検出する手段と、を備え、前記第１の移動局識別
子は、動的なスケジューリングのために使用される移動局識別子であり、前記第２の移動
局識別子は、持続的なスケジューリングのために使用される移動局識別子であることを特
徴とする。
【００２０】
　（２）また、本発明の基地局装置は、移動局装置と通信する基地局装置であって、第１
の移動局識別子に基づいて定義された検索領域における物理下りリンク制御チャネルで、
前記第１の移動局識別子が含まれる情報を前記移動局装置へ送信する手段と、前記第１の
移動局識別子に基づいて定義された検索領域における前記物理下りリンク制御チャネルで
、第２の移動局識別子が含まれる情報を前記移動局装置へ送信する手段と、共通検索領域
における前記物理下りリンク制御チャネルで、前記第２の移動局識別子が含まれる情報を
前記移動局装置へ送信する手段と、を備え、前記第１の移動局識別子は、動的なスケジュ
ーリングのために使用される移動局識別子であり、前記第２の移動局識別子は、持続的な
スケジューリングのために使用される移動局識別子であることを特徴とする。
【００２１】
　（３）また、本発明の通信方法は、基地局装置と通信する移動局装置の通信方法であっ
て、第１の移動局識別子に基づいて定義された検索領域における物理下りリンク制御チャ
ネルで、前記第１の移動局識別子が含まれる情報を検出するステップと、前記第１の移動
局識別子に基づいて定義された検索領域における前記物理下りリンク制御チャネルで、第
２の移動局識別子が含まれる情報を検出するステップと、共通検索領域における前記物理
下りリンク制御チャネルで、前記第２の移動局識別子が含まれる情報を検出するステップ
と、を少なくとも含み、前記第１の移動局識別子は、動的なスケジューリングのために使
用される移動局識別子であり、前記第２の移動局識別子は、持続的なスケジューリングの
ために使用される移動局識別子であることを特徴とする。
【００２２】
　（４）また、本発明の通信方法は、移動局装置と通信する基地局装置の通信方法であっ
て、第１の移動局識別子に基づいて定義された検索領域における物理下りリンク制御チャ
ネルで、前記第１の移動局識別子が含まれる情報を前記移動局装置へ送信するステップと
、前記第１の移動局識別子に基づいて定義された検索領域における前記物理下りリンク制
御チャネルで、第２の移動局識別子が含まれる情報を前記移動局装置へ送信するステップ
と、共通検索領域における前記物理下りリンク制御チャネルで、前記第２の移動局識別子
が含まれる情報を前記移動局装置へ送信するステップと、を少なくとも含み、前記第１の
移動局識別子は、動的なスケジューリングのために使用される移動局識別子であり、前記
第２の移動局識別子は、持続的なスケジューリングのために使用される移動局識別子であ
ることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明によれば、移動局装置において、下りリンク制御信号に含まれる情報に基づいて
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、持続的に割り当てられた上りリンクリソースまたは一時的に割り当てられた上りリンク
リソースのいずれか一方を、チャネルフィードバックレポートを送信するための上りリン
クリソースとして選択するので、持続的または一時的に割り当てられた上りリンクリソー
スを効率的に切り替えることができる。その結果、移動局装置は、効率的な信号を使用し
てチャネルフィードバックレポートを基地局装置に対して送信することができる。さらに
、システムの設計を簡略化させることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】ＥＵＴＲＡにおけるチャネルの構成を示す図である。
【図２】ＥＵＴＲＡにおけるチャネルの構成を示す図である。
【図３】ＥＵＴＲＡにおける下りリンクのフレームの構成を示す図である。
【図４】ＥＵＴＲＡにおける上りリンクのフレームの構成を示す図である。
【図５】実施形態に係る基地局装置の概略構成を示すブロック図である。
【図６】実施形態に係る移動局装置の概略構成を示すブロック図である。
【図７】物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）の種類に応じた移動局装置の動作の例を
示す図である。
【図８】物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）の種類に応じた移動局装置の動作の別の
例を示す図である。
【図９】物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）の種類に応じた移動局装置の動作の別の
例を示す図である。
【図１０】図７に示すダイナミック用物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）に対応する
移動局装置と基地局装置の信号の送受信の例を示す図である。
【図１１】図７に示すパーシステント用（または周期的チャネルフィードバック用）物理
下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）でチャネルフィードバックレポート専用要求が指定さ
れた場合に対応する移動局装置と基地局装置の信号の送受信の例を示す図である。
【図１２】図７に示すパーシステント用（または周期的チャネルフィードバック用）物理
下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）でチャネルフィードバックレポート要求が指定された
場合に対応する移動局装置と基地局装置の信号の送受信の例を示す図である。
【図１３】図７に示すパーシステント用（または周期的チャネルフィードバック用）物理
下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）でチャネルフィードバックレポート要求が指定された
場合に対応する移動局装置と基地局装置の信号の送受信の別の例を示す図である。
【図１４】図７に示すパーシステント用（または周期的チャネルフィードバック用）物理
下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）でチャネルフィードバックレポート専用要求が指定さ
れた場合に対応する移動局装置と基地局装置の信号の送受信の例を示す図である。
【図１５】ＥＵＴＲＡにおけるチャネル構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　次に、本発明に係る実施形態について、図面を参照しながら説明する。
【００３２】
　［チャネル構成］
　図１および図２は、ＥＵＴＲＡにおけるチャネルの構成を示す図である。図１および図
２に示すように、これらのチャネルは、論理チャネル、トランスポートチャネル、物理チ
ャネルに分類される。図１は、下りリンクのチャネルを示しており、図２は、上りリンク
のチャネルを示している。論理チャネルは、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：Medium Access 
Control）層で送受信されるデータ送信サービスの種類を定義する。トランスポートチャ
ネルは、無線インターフェースで送信されるデータがどのような特性をもち、そのデータ
がどのように送信されるのかを定義する。物理チャネルは、トランスポートチャネルを運
ぶ物理的なチャネルである。
【００３３】
　論理チャネルには、報知制御チャネル（ＢＣＣＨ：Broadcast Control Channel）、ペ
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ージング制御チャネル（ＰＣＣＨ：Paging Control Channel）、共通制御チャネル（ＣＣ
ＣＨ：Common Control Channel）、専用制御チャネル（ＤＣＣＨ：Dedicated Control Ch
annel）、専用トラフィックチャネル（ＤＴＣＨ：Dedicated Traffic Channel）、マルチ
キャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ：Multicast Control Channel）、マルチキャストトラ
フィックチャネル（ＭＴＣＨ：Multicast Traffic Channel）が含まれる。
【００３４】
　トランスポートチャネルには、報知チャネル（ＢＣＨ：Broadcast Channel）、ページ
ングチャネル（ＰＣＨ：Paging Channel）、下りリンク共用チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ：Do
wnlink Shared Channel）、マルチキャストチャネル（ＭＣＨ：Multicast Channel）、上
りリンク共用チャネル（ＵＬ－ＳＣＨ：Uplink Shared Channel）、ランダムアクセスチ
ャネル（ＲＡＣＨ：Random Access Channel）が含まれる。
【００３５】
　物理チャネルには、物理報知チャネル（ＰＢＣＨ：Physical Broadcast Channel）、物
理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Physical Downlink Control Channel）、物理
下りリンク共用チャネル（ＰＤＳＣＨ：Physical Downlink Shared Channel）、物理マル
チキャストチャネル（ＰＭＣＨ：Physical Multicast Channel）、物理上りリンク共用チ
ャネル（ＰＵＳＣＨ：Physical Uplink Shared Channel）、物理ランダムアクセスチャネ
ル（ＰＲＡＣＨ：Physical Random Access Channel）、物理上りリンク制御チャネル（Ｐ
ＵＣＣＨ：Physical Uplink Control Channel）、物理制御フォーマット指示チャネル（
ＰＣＦＩＣＨ：Physical Control Format Indicator Channel）、物理ハイブリッド自動
再送要求指示チャネル（ＰＨＩＣＨ：Physical Hybrid ARQ Indicator Channel）が含ま
れる。これらが送受信される様子を図１５に示す。
【００３６】
　次に、論理チャネルについて説明する。報知制御チャネル（ＢＣＣＨ）は、システム制
御情報を報知するために使用される下りリンクチャネルである。ページング制御チャネル
（ＰＣＣＨ）は、ページング情報を送信するために使用される下りリンクチャネルであり
、ネットワークが移動局装置のセル位置を知らないときに使用される。共通制御チャネル
（ＣＣＣＨ）は、移動局装置とネットワーク間の制御情報を送信するために使用されるチ
ャネルであり、ネットワークと無線リソース制御（ＲＲＣ：Radio Resource Control）接
続を有していない移動局装置によって使用される。
【００３７】
　専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）は、１対１（point-to-point）の双方向チャネルであり
、移動局装置とネットワーク間で個別の制御情報を送信するために利用するチャネルであ
る。専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）は、ＲＲＣ接続を有している移動局装置によって使用
される。専用トラフィックチャネル（ＤＴＣＨ）は、１対１の双方向チャネルであり、１
つの移動局装置専用のチャネルであって、ユーザ情報（ユニキャストデータ）の転送のた
めに利用される。
【００３８】
　マルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）は、ネットワークから移動局装置へＭＢＭＳ
制御情報を１対多（point-to-multipoint）送信するために使用される下りリンクチャネ
ルである。これは、１対多でサービスを提供するマルチメディアブロードキャストマルチ
キャストサービス（ＭＢＭＳ：Multimedia Broadcast Multicast Service、以下「ＭＢＭ
Ｓサービス」と呼称する。）に使用される。ＭＢＭＳサービスの送信方法としては、単セ
ル一対多（ＳＣＰＴＭ：Single-Cell Point-to-Multipoint）送信と、マルチメディアブ
ロードキャストマルチキャストサービス単一周波数網（ＭＢＳＦＮ：Multimedia Broadca
st multicast service Single Frequency Network）送信とがある。ＭＢＳＦＮ送信（MBS
FN Transmission）とは、複数セルから同時に識別可能な波形（信号）を送信することで
実現する同時送信技術である。一方、ＳＣＰＴＭ送信とは、１つの基地局装置でＭＢＭＳ
サービスを送信する方法である。
【００３９】
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　マルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）は、ネットワークから移動局装置へＭＢＭＳ
制御情報を１対多（point-to-multipoint）送信するために使用される下りリンクチャネ
ルである。また、マルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）は、１つまたは複数のマルチ
キャストトラフィックチャネル（ＭＴＣＨ）に利用される。マルチキャストトラフィック
チャネル（ＭＴＣＨ）は、ネットワークから移動局装置へトラフィックデータ（ＭＢＭＳ
送信データ）を１対多（point-to-multipoint）送信するために使用される下りリンクチ
ャネルである。なお、マルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）およびマルチキャストト
ラフィックチャネル（ＭＴＣＨ）は、ＭＢＭＳを受信する移動局装置だけが利用する。
【００４０】
　次に、トランスポートチャネルについて説明する。報知チャネル（ＢＣＨ）は、固定か
つ事前に定義された送信形式によって、セル全体に報知される必要がある。下りリンク共
用チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ）では、ＨＡＲＱ、動的適応無線リンク制御、間欠受信（ＤＲ
Ｘ：Discontinuous Reception）、ＭＢＭＳ送信がサポートされ、セル全体に報知される
必要がある。また、下りリンク共用チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ）では、ビームフォーミング
を利用可能であり、動的リソース割り当ておよび準静的リソース割り当てがサポートされ
る。ページングチャネル（ＰＣＨ）では、ＤＲＸがサポートされ、セル全体に報知される
必要がある。また、ページングチャネル（ＰＣＨ）は、トラフィックチャネルや他の制御
チャネルに対して動的に使用される物理リソース、すなわち物理下りリンク共用チャネル
（ＰＤＳＣＨ）、にマッピングされる。
【００４１】
　マルチキャストチャネル（ＭＣＨ）は、セル全体に報知される必要がある。また、マル
チキャストチャネル（ＭＣＨ）では、複数セルからのＭＢＭＳ送信のＭＢＳＦＮ（MBMS S
ingle Frequency Network）結合（Combining）や、拡張サイクリックプリフィックス（Ｃ
Ｐ：Cyclic Prefix）を使う時間フレームなど、準静的リソース割り当てがサポートされ
る。上りリンク共用チャネル（ＵＬ－ＳＣＨ）では、ＨＡＲＱ、動的適応無線リンク制御
がサポートされる。また、上りリンク共用チャネル（ＵＬ－ＳＣＨ）では、ビームフォー
ミングを利用可能である。動的リソース割り当ておよび準静的リソース割り当てがサポー
トされる。ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）は、限られた制御情報が送信され、衝
突リスクがある。
【００４２】
　そして、物理チャネルについて説明する。物理報知チャネル（ＰＢＣＨ）は、４０ミリ
秒間隔で報知チャネル（ＢＣＨ）をマッピングする。４０ミリ秒のタイミングは、ブライ
ンド検出（blind detection）される（すなわち、タイミング提示のために、明示的なシ
グナリングを行なわない）。また、物理報知チャネル（ＰＢＣＨ）を含むサブフレームは
、そのサブフレームだけで復号でき（自己復号可能（self-decodable）であり）、複数回
に分割されて送信されない。
【００４３】
　物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）は、下りリンク共用チャネル（ＰＤＳＣＨ
）のリソース割り当て、下りリンクデータに対するハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ
：Hybrid Automatic Repeat Request）情報、および、物理上りリンク共用チャネル（Ｐ
ＵＳＣＨ）のリソース割り当てである上りリンク送信許可（上りリンクグラント）を移動
局装置に通知するために使用されるチャネルである。
【００４４】
　物理下りリンク共用チャネル（ＰＤＳＣＨ）は、下りリンクデータまたはページング情
報を送信するために使用されるチャネルである。物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ
）は、マルチキャストチャネル（ＭＣＨ）を送信するために利用するチャネルであり、下
りリンク参照信号、上りリンク参照信号、物理下りリンク同期信号が別途配置される。
【００４５】
　物理上りリンク共用チャネル（ＰＵＳＣＨ）は、主に上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ
）を送信するために使用されるチャネルである。基地局装置が、移動局装置をスケジュー
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リングした場合には、チャネルフィードバックレポート（ＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩ）や下り
リンク送信に対するＨＡＲＱ肯定応答（ＡＣＫ：Acknowledgement）／否定応答（ＮＡＣ
Ｋ：Negative Acknowledgement）もＰＵＳＣＨを使用して送信される。
【００４６】
　物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）は、ランダムアクセスプリアンブルを送
信するために使用されるチャネルであり、ガードタイムを持つ。物理上りリンク制御チャ
ネル（ＰＵＣＣＨ）は、チャネルフィードバックレポートＣＦＲ、スケジューリング要求
（ＳＲ：Scheduling Request）、下りリンク送信に対するＨＡＲＱ、肯定応答（ＡＣＫ：
Acknowledgement）／否定応答（ＮＡＣＫ：Negative Acknowledgement）などを送信する
ために使用されるチャネルである。
【００４７】
　物理制御フォーマット指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）は、物理下りリンク制御チャネル
（ＰＤＣＣＨ）のために使用されるＯＦＤＭシンボル数を移動局装置に通知するために利
用するチャネルであり、各サブフレームで送信される。物理ハイブリッド自動再送要求指
示チャネル（ＰＨＩＣＨ）は、上りリンク送信に対するＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送
信するために利用するチャネルである。
【００４８】
　［チャネルマッピング］
　図１に示されるように、下りリンクでは、次のようにトランスポートチャネルと物理チ
ャネルのマッピングが行なわれる。報知チャネル（ＢＣＨ）は、物理報知チャネル（ＰＢ
ＣＨ）にマッピングされる。マルチキャストチャネル（ＭＣＨ）は、物理マルチキャスト
チャネル（ＰＭＣＨ）にマッピングされる。ページングチャネル（ＰＣＨ）および下りリ
ンク共用チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ）は、物理下りリンク共用チャネル（ＰＤＳＣＨ）にマ
ッピングされる。物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、物理ハイブリッド自動再
送要求指示チャネル（ＰＨＩＣＨ）、物理制御フォーマット指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ
）は、物理チャネル単独で使用される。
【００４９】
　一方、上りリンクでは、次のようにトランスポートチャネルと物理チャネルのマッピン
グが行なわれる。上りリンク共用チャネル（ＵＬ－ＳＣＨ）は、物理上りリンク共用チャ
ネル（ＰＵＳＣＨ）にマッピングされる。ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）は、物
理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）にマッピングされる。物理上りリンク制御チ
ャネル（ＰＵＣＣＨ）は、物理チャネル単独で使用される。
【００５０】
　また、下りリンクにおいて、次のように論理チャネルとトランスポートチャネルのマッ
ピングが行なわれる。ページング制御チャネル（ＰＣＣＨ）は、下りリンク共用チャネル
（ＤＬ－ＳＣＨ）にマッピングされる。報知制御チャネル（ＢＣＣＨ）は、報知チャネル
（ＢＣＨ）と下りリンク共用チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ）にマッピングされる。共通制御チ
ャネル（ＣＣＣＨ）、専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）、専用トラフィックチャネル（ＤＴ
ＣＨ）は、下りリンク共用チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ）にマッピングされる。マルチキャス
ト制御チャネル（ＭＣＣＨ）は、下りリンク共用チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ）とマルチキャ
ストチャネル（ＭＣＨ）にマッピングされる。マルチキャストトラフィックチャネル（Ｍ
ＴＣＨ）は、下りリンク共用チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ）とマルチキャストチャネル（ＭＣ
Ｈ）にマッピングされる。
【００５１】
　なお、マルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）およびマルチキャストトラフィックチ
ャネル（ＭＴＣＨ）からマルチキャストチャネル（ＭＣＨ）へのマッピングは、ＭＢＳＦ
Ｎ送信時に行なわれる一方、ＳＣＰＴＭ送信時は、このマッピングは下りリンク共用チャ
ネル（ＤＬ－ＳＣＨ）にマッピングされる。
【００５２】
　一方、上りリンクにおいて次のように論理チャネルとトランスポートチャネルのマッピ
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ングが行なわれる。共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）、専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）、専
用トラフィックチャネル（ＤＴＣＨ）は、上りリンク共用チャネル（ＵＬ－ＳＣＨ）にマ
ッピングされる。ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）は、論理チャネルとマッピング
されない。
【００５３】
　［無線フレーム構成］
　次に、ＥＵＴＲＡにおけるフレームの構成について説明する。図３は下りリンク、図４
は上りリンクのフレーム構成を示している。システムフレーム番号（ＳＦＮ：System Fra
me Number）で識別される無線フレームは１０ミリ秒で構成されている。また、１サブフ
レームは１ミリ秒で構成されており、無線フレームには１０個のサブフレームが含まれる
。
【００５４】
　１サブフレームは２つのスロットに分離される。通常のＣＰ（normal CP）が使用され
る場合、下りリンクのスロットは７個のＯＦＤＭシンボルで構成され、上りリンクのスロ
ットは７個のＳＣ－ＦＤＭＡ（Single Carrier-Frequency Division Multiple Access）
シンボルで構成される。なお、拡張ＣＰ（「long CPまたはextended CP」とも呼称する。
）が使用される場合は、下りリンクのスロットは６個のＯＦＤＭシンボルで構成され、上
りリンクのスロットは６個のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルで構成される。
【００５５】
　また、１つのスロットは周波数方向に複数のブロックに分割される。１５ｋＨｚのサブ
キャリア１２本を周波数方向の単位として、１個の物理リソースブロック（ＰＲＢ：Phys
ical Resource Block）を構成する。物理リソースブロック（ＰＲＢ）数は、システム帯
域幅に応じて、６個から１１０個までサポートされる。下りリンク、上りリンクのリソー
ス割り当ては、時間方向にサブフレーム単位かつ周波数方向に物理リソースブロック（Ｐ
ＲＢ）単位で行なわれる。すなわち、サブフレーム内の２つのスロットは、一つのリソー
ス割り当て信号で割り当てられる。
【００５６】
　サブキャリアとＯＦＤＭシンボルまたはサブキャリアとＳＣ－ＦＤＭＡシンボルで構成
される単位をリソースエレメントと呼ぶ。物理層でのリソースマッピング処理で各リソー
スエレメントに対して変調シンボルなどがマッピングされる。
【００５７】
　下りリンクトランスポートチャネルの物理層での処理では、物理下りリンク共用チャネ
ル（ＰＤＳＣＨ）に対する２４ビットの巡回冗長検査（ＣＲＣ：Cyclic Redundancy Chec
k）の付与、チャネルコーディング（伝送路符号化）、物理層ＨＡＲＱ処理、チャネルイ
ンターリービング、スクランブリング、変調（ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ）、レ
イヤマッピング、プレコーディング、リソースマッピング、アンテナマッピングなどが行
なわれる。一方、上りリンクトランスポートチャネルの物理層での処理では、物理上りリ
ンク共用チャネル（ＰＵＳＣＨ）に対する２４ビットのＣＲＣの付与、チャネルコーディ
ング（伝送路符号化）、物理層ＨＡＲＱ処理、スクランブリング、変調（ＱＰＳＫ、１６
ＱＡＭ、６４ＱＡＭ）、リソースマッピング、アンテナマッピングなどが行なわれる。
【００５８】
　物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）および物理ハイブリッド自動再送要求指示
チャネル（ＰＨＩＣＨ）および物理制御フォーマット指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）は、
最初の３ＯＦＤＭシンボル以下に配置される。物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ
）では、下りリンク共用チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ）およびページングチャネル（ＰＣＨ）
に対するトランスポートフォーマット（変調方式、符号化方式、トランスポートブロック
サイズなどを規定する。）、リソース割り当て、ＨＡＲＱ情報が送信される。また、物理
下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）では、上りリンク共用チャネル（ＵＬ－ＳＣＨ）
に対するトランスポートフォーマット（変調方式、符号化方式、トランスポートブロック
サイズなどを規定する。）、リソース割り当て、ＨＡＲＱ情報が送信される。また、複数
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の物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）がサポートされ、移動局装置は、物理下り
リンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）のセットをモニタリングする。
【００５９】
　物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）で割り当てられた物理下りリンク共用チャ
ネル（ＰＤＳＣＨ）は、物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）と同一のサブフレー
ムにマッピングされる。物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）で割り当てられた物
理上りリンク共用チャネル（ＰＵＳＣＨ）は、予め定められた位置のサブフレームにマッ
ピングされる。例えば、物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）の下りリンクサブフ
レーム番号がＮの場合、Ｎ＋４番の上りリンクサブフレームにマッピングされる。
【００６０】
　また、物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）による上り／下りリンクのリソース
割り当てにおいて、移動局装置は、１６ビットのＭＡＣ層識別情報（ＭＡＣ　ＩＤ）を用
いて特定される。すなわち、この１６ビットのＭＡＣ層識別情報（ＭＡＣ　ＩＤ）が物理
下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）に含まれる。
【００６１】
　また、下りリンク状態の測定用および下りリンクデータの復調用に使用される下りリン
ク参照信号（下りリンクパイロットチャネル）は、各スロットの１番目、２番目、後ろか
ら３番目のＯＦＤＭシンボルに配置される。一方、物理上りリンク共用チャネル（ＰＵＳ
ＣＨ）の復調用に使用される上りリンク復調用参照信号（復調用パイロット（ＤＲＳ：De
modulation Reference Signal））は、各スロットの４番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルで
送信される。また、上りリンク状態の測定用に使用される上りリンク測定用参照信号（ス
ケジューリング用パイロット（ＳＲＳ：Sounding Reference Signal））は、サブフレー
ムの先頭のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルで送信される。上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ
）の復調用参照信号は、上りリンク制御チャネルのフォーマットごとに定義され、各スロ
ットの３および４および５番目、または、各スロットの２番目および６番目のＳＣ－ＦＤ
ＭＡシンボルで送信される。
【００６２】
　また、物理報知チャネル（ＰＢＣＨ）、下りリンク同期信号は、システム帯域の中心６
物理リソースブロック分の帯域に配置される。物理下りリンク同期信号は、１番目（サブ
フレーム＃０）および５番目（サブフレーム＃４）のサブフレームの各スロットの６番目
、７番目のＯＦＤＭシンボルで送信される。物理報知チャネル（ＰＢＣＨ）は、１番目（
サブフレーム＃０）のサブフレームの１番目のスロット（スロット＃０）の４番目、５番
目のＯＦＤＭシンボルと２番目のスロット（スロット＃１）の１番目、２番目のＯＦＤＭ
シンボルで送信される。
【００６３】
　また、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）は、周波数方向に６個の物理リソースブ
ロック分の帯域幅、時間方向に１サブフレームで構成される。移動局装置から基地局装置
にさまざまな理由で要求（上りリンクリソースの要求、上りリンク同期の要求、下りリン
クデータ送信再開要求、ハンドオーバー要求、接続設定要求、再接続要求、ＭＢＭＳサー
ビス要求など）を行なうために送信される。
【００６４】
　上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）は、システム帯域の両端に配置され、物理リソ
ースブロック単位で構成される。スロット間でシステム帯域の両端が交互に使用されるよ
うに周波数ホッピングが行なわれる。
【００６５】
　本実施形態に係る通信システムは、基地局装置１００と、移動局装置２００と、から構
成される。
【００６６】
　［基地局装置］
　図５は、本実施形態に係る基地局装置の概略構成を示すブロック図である。図５に示す
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ように、基地局装置１００は、データ制御部１０１と、ＯＦＤＭ変調部１０２と、無線部
１０３と、スケジューリング部１０４と、チャネル推定部１０５と、ＤＦＴ－Ｓｐｒｅａ
ｄ－ＯＦＤＭ（ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ）復調部１０６と、データ抽出部１０７と、上位層
１０８と、を含んで構成される。また、無線部１０３、スケジューリング部１０４、チャ
ネル推定部１０５、ＤＦＴ－Ｓｐｒｅａｄ－ＯＦＤＭ（ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ）復調部１
０６、データ抽出部１０７、上位層１０８で受信部を構成し、データ制御部１０１、ＯＦ
ＤＭ変調部１０２、無線部１０３、スケジューリング部１０４、上位層１０８で送信部を
構成している。
【００６７】
　無線部１０３、チャネル推定部１０５、ＤＦＴ－Ｓｐｒｅａｄ－ＯＦＤＭ（ＤＦＴ－Ｓ
－ＯＦＤＭ）復調部１０６、データ抽出部１０７で上りリンクの物理層の処理を行なう。
無線部１０３、ＤＦＴ－Ｓｐｒｅａｄ－ＯＦＤＭ（ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ）復調部１０６
、データ抽出部１０７で下りリンクの物理層の処理を行なう。
【００６８】
　データ制御部１０１は、スケジューリング部１０４からトランスポートチャネルおよび
スケジューリング情報を受信する。トランスポートチャネルと物理層で生成される信号お
よびチャネルを、スケジューリング部１０４から入力されるスケジューリング情報に基づ
いて、物理チャネルにマッピングする。以上のようにマッピングされた各データは、ＯＦ
ＤＭ変調部１０２へ出力される。
【００６９】
　ＯＦＤＭ変調部１０２は、データ制御部１０１から入力されたデータに対して、スケジ
ューリング部１０４からのスケジューリング情報（下りリンク物理リソースブロックＰＲ
Ｂ（Physical Resource Block）割り当て情報（例えば、周波数、時間など物理リソース
ブロック位置情報）や、各ＰＲＢに対応する変調方式および符号化方式（例えば、１６Ｑ
ＡＭ変調、２／３コーディングレート）などを含む）に基づいて、符号化、データ変調、
入力信号の直列／並列変換、ＩＦＦＴ（Inverse Fast Fourier Transform：逆高速フーリ
エ変換）処理、ＣＰ（Cyclic Prefix）挿入、並びに、フィルタリングなどＯＦＤＭ信号
処理を行ない、ＯＦＤＭ信号を生成して、無線部１０３へ出力する。
【００７０】
　無線部１０３は、ＯＦＤＭ変調部１０２から入力された変調データを無線周波数にアッ
プコンバートして無線信号を生成し、アンテナ（図示せず）を介して、移動局装置２００
に送信する。また、無線部１０３は、移動局装置２００からの上りリンクの無線信号を、
アンテナ（図示せず）を介して受信し、ベースバンド信号にダウンコンバートして、受信
データをチャネル推定部１０５とＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ復調部１０６とに出力する。
【００７１】
　スケジューリング部１０４は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：Medium Access Control）
層の処理を行なう。スケジューリング部１０４は、論理チャネルとトランスポートチャネ
ルのマッピング、下りリンクおよび上りリンクのスケジューリング（ＨＡＲＱ処理、トラ
ンスポートフォーマットの選択など）などを行なう。スケジューリング部１０４は、下り
リンクのスケジューリングでは、移動局装置２００から受信した上りリンクのフィードバ
ック情報（下りリンクのチャネルフィードバック情報（チャネル状態情報（チャネル品質
、ストリームの数、プレコーディング情報など））や、下りリンクデータに対するＡＣＫ
／ＮＡＣＫフィードバック情報など）、各移動局装置の使用可能なＰＲＢの情報、バッフ
ァ状況、上位層１０８から入力されたスケジューリング情報などに基づいて、各データを
変調するための下りリンクのトランスポートフォーマット（送信形態）（物理リソースブ
ロックの割り当ておよび変調方式および符号化方式など）の選定処理およびＨＡＲＱにお
ける再送制御を行なう。これら下りリンクのスケジューリングに使用されるスケジューリ
ング情報は、データ制御部１０１へ出力される。
【００７２】
　また、スケジューリング部１０４は、上りリンクのスケジューリングでは、チャネル推
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定部１０５が出力する上りリンクのチャネル状態（無線伝搬路状態）の推定結果、移動局
装置２００からのリソース割り当て要求、各移動局装置２００の使用可能なＰＲＢの情報
、上位層１０８から入力されたスケジューリング情報などに基づいて、各データを変調す
るための上りリンクのトランスポートフォーマット（送信形態）（物理リソースブロック
の割り当ておよび変調方式および符号化方式など）の選定処理を行なう。これら上りリン
クのスケジューリングに使用されるスケジューリング情報は、データ制御部１０１へ出力
される。
【００７３】
　また、スケジューリング部１０４は、上位層１０８から入力された下りリンクの論理チ
ャネルをトランスポートチャネルにマッピングし、データ制御部１０１へ出力する。また
、スケジューリング部１０４は、データ抽出部１０７から入力された上りリンクで取得し
た制御データとトランスポートチャンネルを、必要に応じて処理した後、上りリンクの論
理チャネルにマッピングし、上位層１０８へ出力する。
【００７４】
　チャネル推定部１０５は、上りリンクデータの復調のために、上りリンク復調用参照信
号（ＤＲＳ：Demodulation Reference Signal）から上りリンクのチャネル状態を推定し
、その推定結果をＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ復調部１０６に出力する。また、上りリンクのス
ケジューリングを行なうために、上りリンク測定用参照信号（ＳＲＳ：Sounding Referen
ce Signal）から上りリンクのチャネル状態を推定し、その推定結果をスケジューリング
部１０４に出力する。なお、上りリンクの通信方式は、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ等のような
シングルキャリア方式を想定しているが、ＯＦＤＭ方式のようなマルチキャリア方式を用
いてもよい。
【００７５】
　ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ復調部１０６は、チャネル推定部１０５から入力された上りリン
クのチャネル状態推定結果に基づいて、無線部１０３から入力された変調データに対し、
ＤＦＴ変換、サブキャリアマッピング、ＩＦＦＴ変換、フィルタリング等のＤＦＴ－Ｓ－
ＯＦＤＭ信号処理を行なって、復調処理を施し、データ抽出部１０７に出力する。
【００７６】
　データ抽出部１０７は、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ復調部１０６から入力されたデータに対
して、正誤を確認するとともに、確認結果（肯定信号ＡＣＫ／否定信号ＮＡＣＫ）をスケ
ジューリング部１０４に出力する。また、データ抽出部１０７は、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ
復調部１０６から入力されたデータからトランスポートチャネルと物理層の制御データと
に分離して、スケジューリング部１０４に出力する。分離された制御データには、移動局
装置２００から通知された上りリンクのフィードバック情報（下りリンクのチャネルフィ
ードバックレポートＣＦＲ、下りリンクのデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバッ
ク情報）などが含まれている。
【００７７】
　上位層１０８は、パケットデータ統合プロトコル（ＰＤＣＰ：Packet Data Convergenc
e Protocol）層、無線リンク制御（ＲＬＣ：Radio Link Control）層、無線リソース制御
（ＲＲＣ：Radio Resource Control）層の処理を行なう。上位層１０８は、無線リソース
制御部１０９（制御部とも言う）を有している。また、無線リソース制御部１０９は、各
種設定情報の管理、システム情報の管理、ページング制御、各移動局装置の通信状態の管
理、ハンドオーバーなどの移動管理、移動局装置ごとのバッファ状況の管理、ユニキャス
トおよびマルチキャストベアラの接続設定の管理、移動局識別子（ＵＥＩＤ）の管理など
を行なっている。
【００７８】
　［移動局装置］
　図６は、本実施形態に係る移動局装置の概略構成を示すブロック図である。図６に示す
ように、移動局装置２００は、データ制御部２０１と、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ変調部２０
２と、無線部２０３と、スケジューリング部２０４と、チャネル推定部２０５と、ＯＦＤ
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Ｍ復調部２０６と、データ抽出部２０７と、上位層２０８と、を含んで構成されている。
また、データ制御部２０１、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ変調部２０２、無線部２０３、スケジ
ューリング部２０４、上位層２０８、で送信部を構成し、無線部２０３、スケジューリン
グ部２０４、チャネル推定部２０５、ＯＦＤＭ復調部２０６、データ抽出部２０７、上位
層２０８、で受信部を構成している。また、スケジューリング部２０４は、選択部を構成
する。
【００７９】
　データ制御部２０１、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ変調部２０２、無線部２０３、で上りリン
クの物理層の処理を行なう。無線部２０３、チャネル推定部２０５、ＯＦＤＭ復調部２０
６、データ抽出部２０７、で下りリンクの物理層の処理を行なう。
【００８０】
　データ制御部２０１は、スケジューリング部２０４からトランスポートチャネルおよび
スケジューリング情報を受信する。トランスポートチャネルと物理層で生成される信号お
よびチャネルを、スケジューリング部２０４から入力されるスケジューリング情報に基づ
いて、物理チャネルにマッピングする。このようにマッピングされた各データは、ＤＦＴ
－Ｓ－ＯＦＤＭ変調部２０２へ出力される。
【００８１】
　ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ変調部２０２は、データ制御部２０１から入力されたデータに対
し、データ変調、ＤＦＴ（離散フーリエ変換）処理、サブキャリアマッピング、ＩＦＦＴ
（逆高速フーリエ変換）処理、ＣＰ挿入、フィルタリングなどのＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ信
号処理を行ない、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ信号を生成して、無線部２０３へ出力する。
【００８２】
　なお、上りリンクの通信方式は、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ等のようなシングルキャリア方
式を想定しているが、代わりにＯＦＤＭ方式のようなマルチキャリア方式を用いても良い
。
【００８３】
　無線部２０３は、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ変調部２０２から入力された変調データを無線
周波数にアップコンバートして無線信号を生成し、アンテナ（図示せず）を介して、基地
局装置１００に送信する。
【００８４】
　また、無線部２０３は、基地局装置１００からの下りリンクのデータで変調された無線
信号を、アンテナ（図示せず）を介して受信し、ベースバンド信号にダウンコンバートし
て、受信データを、チャネル推定部２０５およびＯＦＤＭ復調部２０６に出力する。
【００８５】
　スケジューリング部２０４は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：Medium Access Control）
層の処理を行なう。スケジューリング部１０４は、論理チャネルとトランスポートチャネ
ルのマッピング、下りリンクおよび上りリンクのスケジューリング（ＨＡＲＱ処理、トラ
ンスポートフォーマットの選択など）を行なう。スケジューリング部２０４は、下りリン
クのスケジューリングでは、基地局装置１００や上位層２０８からのスケジューリング情
報（トランスポートフォーマットやＨＡＲＱ再送情報）などに基づいて、トランスポート
チャネルおよび物理信号および物理チャネルの受信制御やＨＡＲＱ再送制御を行なう。
【００８６】
　スケジューリング部２０４は、上りリンクのスケジューリングでは、上位層２０８から
入力された上りリンクのバッファ状況、データ抽出部２０７から入力された基地局装置１
００からの上りリンクのスケジューリング情報（トランスポートフォーマットやＨＡＲＱ
再送情報など）、および、上位層２０８から入力されたスケジューリング情報などに基づ
いて、上位層２０８から入力された上りリンクの論理チャネルをトランスポートチャネル
にマッピングするためのスケジューリング処理を行なう。なお、上りリンクのトランスポ
ートフォーマットについては、基地局装置１００から通知された情報を利用する。これら
スケジューリング情報は、データ制御部２０１へ出力される。
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【００８７】
　また、スケジューリング部２０４は、上位層２０８から入力された上りリンクの論理チ
ャネルをトランスポートチャネルにマッピングし、データ制御部２０１へ出力する。また
、スケジューリング部２０４は、チャネル推定部２０５から入力された下りリンクのチャ
ネルフィードバックレポートＣＦＲ（チャネル状態情報）や、データ抽出部２０７から入
力されたＣＲＣ確認結果についても、データ制御部２０１へ出力する。また、スケジュー
リング部２０４は、データ抽出部２０７から入力された下りリンクで取得した制御データ
とトランスポートチャネルを、必要に応じて処理した後、下りリンクの論理チャネルにマ
ッピングし、上位層２０８へ出力する。
【００８８】
　チャネル推定部２０５は、下りリンクデータの復調のために、下りリンク参照信号（Ｒ
Ｓ）から下りリンクのチャネル状態を推定し、その推定結果をＯＦＤＭ復調部２０６に出
力する。また、チャネル推定部２０５は、基地局装置１００に下りリンクのチャネル状態
（無線伝搬路状態）の推定結果を通知するために、下りリンク参照信号（ＲＳ）から下り
リンクのチャネル状態を推定し、この推定結果を下りリンクのチャネル状態フィードバッ
ク情報（チャネル品質情報など）に変換して、スケジューリング部２０４に出力する。
【００８９】
　ＯＦＤＭ復調部２０６は、チャネル推定部２０５から入力された下りリンクのチャネル
状態推定結果に基づいて、無線部２０３から入力された変調データに対して、ＯＦＤＭ復
調処理を施し、データ抽出部２０７に出力する。
【００９０】
　データ抽出部２０７は、ＯＦＤＭ復調部２０６から入力されたデータに対して、ＣＲＣ
を行ない、正誤を確認するとともに、確認結果（ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック情報）
をスケジューリング部２０４に出力する。また、データ抽出部２０７は、ＯＦＤＭ復調部
２０６から入力されたデータからトランスポートチャネルと物理層の制御データに分離し
て、スケジューリング部２０４に出力する。分離された制御データには、下りリンクまた
は上りリンクのリソース割り当てや上りリンクのＨＡＲＱ制御情報などのスケジューリン
グ情報が含まれている。このとき、物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）の検索空間（
検索領域ともいう）をデコード処理し、自局宛の下りリンクまたは上りリンクのリソース
割り当てなどを抽出する。
【００９１】
　上位層２０８は、パケットデータ統合プロトコル（ＰＤＣＰ：Packet Data Convergenc
e Protocol）層、無線リンク制御（ＲＬＣ：Radio Link Control）層、無線リソース制御
（ＲＲＣ：Radio Resource Control）層の処理を行なう。上位層２０８は、無線リソース
制御部２０９（制御部とも言う）を有している。無線リソース制御部２０９は、各種設定
情報の管理、システム情報の管理、ページング制御、自局の通信状態の管理、ハンドオー
バーなどの移動管理、バッファ状況の管理、ユニキャストおよびマルチキャストベアラの
接続設定の管理、移動局識別子（ＵＥＩＤ）の管理を行なう。
【００９２】
　（第１の実施形態）
　続いて、基地局装置１００および移動局装置２００を用いた通信システムにおいて、本
発明の第１の実施形態を説明する。移動局装置は、チャネルフィードバックレポートＣＦ
Ｒを持続的に（パーシステントに）割り当てられた上りリンクリソース（物理上りリンク
共用チャネル（ＰＵＳＣＨ））で送信するか、一時的に（ワンショットに）割り当てられ
た上りリンクリソース（物理上りリンク共用チャネル（ＰＵＳＣＨ））で送信するかを上
りリンクリソース割り当てをおこなう物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）に含まれる
情報に応じて決定する。
【００９３】
　移動局装置は、持続的上りリンクリソース割り当てをおこなう物理下りリンク制御信号
（ＰＤＣＣＨ）に、チャネルフィードバックレポートＣＦＲを要求する情報が含まれてい
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る場合は、上りリンクデータ（上りリンク共用チャネル：ＵＬ－ＳＣＨ）とチャネルフィ
ードバックレポートＣＦＲを持続的に割り当てられた物理上りリンク共用チャネル（ＰＵ
ＳＣＨ）で送信し、物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）に、チャネルフィードバック
レポートＣＦＲを要求する情報が含まれていない場合は、上りリンクデータを持続的に割
り当てられた物理上りリンク共用チャネル（ＰＵＳＣＨ）で送信する。
【００９４】
　移動局装置は、物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）に含まれるＭＡＣ　ＩＤに自局
の移動局識別子であるセル無線網臨時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ：Cell - Radio Network Tem
porary Identity）が含まれるかどうかで、自局宛の制御信号かどうかを判断する。ＭＡ
Ｃ　ＩＤは、物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）のＣＲＣとして識別されていても良
いし、物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）のスクランブル符号で識別されても良い。
物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）は、そのビットサイズやフラグによって上りリン
ク送信許可信号や下りリンクリソース割り当てであることが識別される。上りリンク送信
許可信号にはチャネルフィードバックレポート要求が含まれる。
【００９５】
　さらに、物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）に上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）
を含まないでチャネルフィードバックレポートＣＦＲのみ（下りリンクデータに対するＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫなどは含まれてもよい）を送信するように要求する信号を含める方法につ
いて説明する。予めトランスポートフォーマットの一部が予約され、ある特定の情報列が
物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）に含まれている場合には、チャネルフィードバッ
クレポートＣＦＲのみを送信するように要求することが示される。（例えば５ビットのＭ
ＣＳの値が１１１１１など。）または、単純に1ビット信号を物理下りリンク制御信号（
ＰＤＣＣＨ）に含めて、チャネルフィードバックレポートＣＦＲのみを送信するように要
求することが指示される。これをチャネルフィードバックレポート専用送信要求と呼ぶ。
【００９６】
　次に、パーシステントスケジューリングの活性化に使用される特別な物理下りリンク制
御信号（ＰＤＣＣＨ）を説明する。基地局装置は、移動局装置に通常のダイナミックスケ
ジューリングに使用されるセル無線網臨時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）とは別に、パーシステ
ントスケジューリングの活性化用であることを示す移動局識別子であるセル無線網臨時識
別子（Ｃ－ＲＮＴＩ（ｓｐｅｃｉａｌ Ｃ－ＲＮＴＩともいう））または周期的チャネル
フィードバックレポートの活性化用であることを示す移動局識別子であるセル無線網臨時
識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ（ｓｐｅｃｉａｌ Ｃ－ＲＮＴＩともいう））をＲＲＣシグナリン
グで割り当てる。若しくは、物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）にパーシステントス
ケジューリング（または周期的チャネルフィードバックレポート）の活性化用の特別なス
クランブルコードが適用される。物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）に含まれる他の
情報は、パーシステントスケジューリング用（または周期的チャネルフィードバック用）
とダイナミックスケジューリング用とで同じである。
【００９７】
　すなわち、トランスポートフォーマット、リソース割り当て（ＰＲＢの割り当て）、Ｈ
ＡＲＱ情報、チャネルフィードバックレポート要求などが含まれる。すなわち、パーシス
テントスケジューリング（または周期的チャネルフィードバック用）の活性化用であるこ
とを示す移動局識別子の導入によって、パーシステントスケジューリング用（または周期
的チャネルフィードバック用）に通常の物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）を使用す
ることが可能となる。また、パーシステントスケジューリングと周期的チャネルフィード
バックが同時に設定される場合には、同じセル無線網臨時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）が使用
される。これによって、パーシステントスケジューリングと周期的チャネルフィードバッ
クの仕組みを共用することが可能となる。ただし、パーシステントスケジューリングと周
期的チャネルフィードバック用に、別々のセル無線網臨時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）を割り
当てても良い。
【００９８】
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　ここで、物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）のデコード方法について説明する。物
理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）は、複数のリソースエレメントのグループの集合で
構成されており、対応するリソースエレメントのグループは、複数存在し、物理下りリン
ク制御信号（ＰＤＣＣＨ）に含まれるリソースエレメント数も複数存在し、符号化率が可
変である。移動局装置は、物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）が配置される候補のす
べてをデコードし、自局の移動局識別情報が含まれかつＣＲＣが成功していることによっ
て、自局宛の物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）の特定およびデコードを行なう。こ
の処理を、ブラインドデコーディングと呼ぶ。このブラインドデコーディングの数を減ら
すために、移動局識別子であるセル無線網臨時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）をベースにハッシ
ュ関数の出力で、物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）の検索空間（デコードすべきリ
ソースエレメントのグループ）を制限する。
【００９９】
　しかし、上記のようにパーシステントスケジューリング用および／または周期的チャネ
ルフィードバック用のセル無線網臨時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）を新たに追加すると、この
物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）の検索空間が増加してしまうため、ハッシュ関数
の入力には、常にダイナミックスケジューリング用のセル無線網臨時識別子（Ｃ－ＲＮＴ
Ｉ）、すなわち通常、通信中の移動局装置に常に割り当てられるセル無線網臨時識別子（
Ｃ－ＲＮＴＩ）を使用する。
【０１００】
　移動局装置が複数の移動局識別子を保持する場合（ここでは、パーシステントスケジュ
ーリング用セル無線網臨時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）および／または周期的チャネルフィー
ドバック用のセル無線網臨時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）および／またはダイナミックスケジ
ューリング用のセル無線網臨時識別子）、移動局装置は、一つの移動局識別子（ここでは
、ダイナミックスケジューリング用のセル無線網臨時識別子）に応じた物理下りリンク制
御信号（ＰＤＣＣＨ）の検索領域にて、複数の移動局識別子を検索する。基地局装置は、
移動局装置に複数の移動局識別子を割り当てた場合、一つの移動局識別子に応じた物理下
りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）の検索領域に、それぞれの移動局識別子を含む物理下り
リンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）を配置する。
これにより、移動局装置は、物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）の検索空間（検索領
域ともいう）を維持しながら、別のパーシステントスケジューリング用または周期的チャ
ネルフィードバック用のセル無線網臨時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）を検索することになり、
処理が軽減される。
【０１０１】
　もう一つの方法としては、移動局装置は、物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）の検
索空間を制限するため、報知情報やランダムアクセス応答などのスケジューリングに使用
される物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）を配置する共通検索領域を使用する。共通
検索領域は、ダイナミックスケジューリング用のセル無線網臨時識別子で制限される検索
領域とは別に、常にすべての移動局装置が物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）を検索
する必要のある検索領域である。移動局装置がダイナミックスケジューリング用のセル無
線網臨時識別子）以外の移動局識別子を検索する場合、この共通検索領域で、パーシステ
ントスケジューリング用セル無線網臨時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）および／または周期的チ
ャネルフィードバック用のセル無線網臨時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）を検索する。基地局装
置は、共通検索領域にパーシステントスケジューリング用セル無線網臨時識別子（Ｃ－Ｒ
ＮＴＩ）および／または周期的チャネルフィードバック用のセル無線網臨時識別子（Ｃ－
ＲＮＴＩ）を含む物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）を配置する。
【０１０２】
　これにより、移動局装置は、物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）の検索空間（検索
領域ともいう）を維持しながら、別のパーシステントスケジューリング用または周期的チ
ャネルフィードバック用のセル無線網臨時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）を検索することになり
、処理が軽減される。
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【０１０３】
　図７は、物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）の種類に応じた移動局装置の動作の例
を示す図である。図７に示す動作は、移動局装置の物理層とＭＡＣ層が連携して制御され
る。ダイナミック用物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）に、チャネルフィードバック
レポート専用送信要求が設定されている場合は、チャネルフィードバックレポートのみを
、指定されたＰＵＳＣＨで非周期的にワンショット（１回の送信、または１回のＨＡＲＱ
プロセス）に送信する。
【０１０４】
　ダイナミック用物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）に、チャネルフィードバックレ
ポート要求が設定されている場合は、上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）とチャネルフィ
ードバックレポートを、指定されたＰＵＳＣＨで非周期的にワンショットに送信する。ダ
イナミック用物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）に、チャネルフィードバックレポー
ト要求もチャネルフィードバックレポート専用要求も設定されていない場合は、上りリン
クデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）を、指定されたＰＵＳＣＨで非周期的にワンショットに送信す
る。
【０１０５】
　パーシステント用（または周期的チャネルフィードバック用）物理下りリンク制御信号
（ＰＤＣＣＨ）に、チャネルフィードバックレポート専用送信要求が設定されている場合
は、チャネルフィードバックレポートのみを、指定されたＰＵＳＣＨで周期的に持続的に
送信する。この際のフィードバック周期は、ＲＲＣシグナリングで設定された周期的チャ
ネルフィードバックレポートの送信周期となる。
【０１０６】
　パーシステント用（または周期的チャネルフィードバック用）物理下りリンク制御信号
（ＰＤＣＣＨ）に、チャネルフィードバックレポート要求が設定されている場合は、上り
リンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）とチャネルフィードバックレポートを、指定されたＰＵＳ
ＣＨで周期的に持続的に送信する。この場合、上りリンクデータのパーシステントスケジ
ューリングと周期的なチャネルフィードバックレポートが同時に設定されることになる。
この際のフィードバック周期は、ＲＲＣシグナリングで設定された上りリンクデータのパ
ーシステントスケジューリングの周期となる。
【０１０７】
　パーシステント用（または周期的チャネルフィードバック用）物理下りリンク制御信号
（ＰＤＣＣＨ）に、チャネルフィードバックレポート要求もチャネルフィードバックレポ
ート専用要求も設定されていない場合は、上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）を、指定さ
れたＰＵＳＣＨで周期的に持続的に送信する。この際のフィードバック周期は、ＲＲＣシ
グナリングで設定された上りリンクデータのパーシステントスケジューリングの周期とな
る。
【０１０８】
　次に、上りリンクデータのパーシステントスケジューリングと周期的なチャネルフィー
ドバックレポートの停止（非活性化）方法について説明する。上りリンクデータのパーシ
ステントスケジューリングと周期的なチャネルフィードバックレポートの停止（非活性化
）のため、“上りリンクリソース割り当てなし”の上りリンクグラントを物理下りリンク
制御信号（ＰＤＣＣＨ）で送信する。ここで“上りリンクリソース割り当てなし”は、上
りリンクグラントに含まれるリソース割り当て情報が予め定められた特別な値になってい
ることで識別される。
【０１０９】
　パーシステント用（または周期的チャネルフィードバック用）物理下りリンク制御信号
（ＰＤＣＣＨ）に、“上りリンクリソース割り当てなし”およびチャネルフィードバック
レポート専用送信要求が設定されている場合は、周期的チャネルフィードバックレポート
のみを停止する。
【０１１０】
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　パーシステント用（または周期的チャネルフィードバック用）物理下りリンク制御信号
（ＰＤＣＣＨ）に、“上りリンクリソース割り当てなし”およびチャネルフィードバック
レポート要求が設定されている場合は、使用中の上りリンクデータのパーシステントスケ
ジューリングまたは周期的なチャネルフィードバックレポートを停止する。両方が使用さ
れている場合は、上りリンクデータのパーシステントスケジューリングと周期的なチャネ
ルフィードバックレポートを同時に停止する。
【０１１１】
　パーシステント用（または周期的チャネルフィードバック用）物理下りリンク制御信号
（ＰＤＣＣＨ）に、“上りリンクリソース割り当てなし”が設定され、チャネルフィード
バックレポート要求もチャネルフィードバックレポート専用要求も設定されていない場合
は、上りリンクデータのパーシステントスケジューリングのみを停止する。
【０１１２】
　図８は、物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）の種類に応じた移動局装置の動作の別
の例を示す図である。ダイナミック用物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）に、チャネ
ルフィードバックレポート要求が設定されていなくて、チャネルフィードバックレポート
専用送信要求が設定されている場合は、チャネルフィードバックレポートのみを、指定さ
れたＰＵＳＣＨで周期的に持続的に送信する。この際のフィードバック周期は、ＲＲＣシ
グナリングで設定された周期的チャネルフィードバックレポートの送信周期となる。これ
により、パーシステント用物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）を使用することなく周
期的チャネルフィードバックレポートを活性化することが可能となる。
【０１１３】
　ダイナミック用物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）に、チャネルフィードバックレ
ポート要求が設定されていて、チャネルフィードバックレポート専用送信要求が設定され
ていない場合は、上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）とチャネルフィードバックレポート
を、指定されたＰＵＳＣＨで非周期的にワンショットに送信する。ダイナミック用物理下
りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）に、チャネルフィードバックレポート要求もチャネルフ
ィードバックレポート専用要求も設定されている場合は、チャネルフィードバックレポー
トのみを、指定されたＰＵＳＣＨで非周期的にワンショットに送信する。
【０１１４】
　ダイナミック用物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）に、チャネルフィードバックレ
ポート要求もチャネルフィードバックレポート専用要求も設定されていない場合は、上り
リンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）を、指定されたＰＵＳＣＨで非周期的にワンショットに送
信する。
【０１１５】
　パーシステント用（または周期的チャネルフィードバック用）物理下りリンク制御信号
（ＰＤＣＣＨ）に、チャネルフィードバックレポート要求が設定されていなくて、チャネ
ルフィードバックレポート専用送信要求が設定されている場合は、物理下りリンク制御信
号（ＰＤＣＣＨ）は、他の用途に使用される。
【０１１６】
　パーシステント用（または周期的チャネルフィードバック用）物理下りリンク制御信号
（ＰＤＣＣＨ）に、チャネルフィードバックレポート要求が設定されていて、チャネルフ
ィードバックレポート専用送信要求が設定されていない場合は、上りリンクデータ（ＵＬ
－ＳＣＨ）とチャネルフィードバックレポートを、指定されたＰＵＳＣＨで周期的に持続
的に送信する。この場合、上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）のパーシステントスケジュ
ーリングと周期的なチャネルフィードバックレポートが同時に設定されることになる。こ
の際のフィードバック周期は、ＲＲＣシグナリングで設定された上りリンクデータ（ＵＬ
－ＳＣＨ）のパーシステントスケジューリングの周期となる。
【０１１７】
　これにより、上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）と同時にチャネルフィードバックレポ
ートが可能となり、リソースおよび消費電力の有効活用ができる。別の方法としては、こ
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の際のフィードバック周期は、ＲＲＣシグナリングで設定された上りリンクデータ（ＵＬ
－ＳＣＨ）のパーシステントスケジューリングの周期と周期的チャネルフィードバックレ
ポートの送信周期を同時に適用する。これにより、一回の物理下りリンク制御信号（ＰＤ
ＣＣＨ）によって、上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）のパーシステントスケジューリン
グの周期と周期的チャネルフィードバックレポートの同時活性化が可能となる。
【０１１８】
　パーシステント用（または周期的チャネルフィードバック用）物理下りリンク制御信号
（ＰＤＣＣＨ）に、チャネルフィードバックレポート要求もチャネルフィードバックレポ
ート専用送信要求も設定されている場合は、チャネルフィードバックレポートのみを、指
定されたＰＵＳＣＨで周期的に持続的に送信する。この際のフィードバック周期は、ＲＲ
Ｃシグナリングで設定された周期的チャネルフィードバックレポートの送信周期となる。
【０１１９】
　パーシステント用（または周期的チャネルフィードバック用）物理下りリンク制御信号
（ＰＤＣＣＨ）に、チャネルフィードバックレポート要求もチャネルフィードバックレポ
ート専用要求も設定されていない場合は、上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）を、指定さ
れたＰＵＳＣＨで周期的に持続的に送信する。この際のフィードバック周期は、ＲＲＣシ
グナリングで設定された上りリンクデータのパーシステントスケジューリングの周期とな
る。
【０１２０】
　次に、上りリンクデータのパーシステントスケジューリングと周期的なチャネルフィー
ドバックレポートの停止（非活性化）方法について説明する。上りリンクデータのパーシ
ステントスケジューリングと周期的なチャネルフィードバックレポートの停止（非活性化
）のため、“上りリンクリソース割り当てなし”の上りリンクグラントを物理下りリンク
制御信号（ＰＤＣＣＨ）で送信する。ここで“上りリンクリソース割り当てなし”は、上
りリンクグラントに含まれるリソース割り当て情報が予め定められた特別な値になってい
ることで識別される。
【０１２１】
　ダイナミック用物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）に、チャネルフィードバックレ
ポート要求が設定されていなくて、“上りリンクリソース割り当てなし”およびチャネル
フィードバックレポート専用送信要求が設定されている場合は、周期的チャネルフィード
バックレポートのみを停止する。
【０１２２】
　パーシステント用（または周期的チャネルフィードバック用）物理下りリンク制御信号
（ＰＤＣＣＨ）に、チャネルフィードバックレポート要求が設定されていなくて、“上り
リンクリソース割り当てなし”およびチャネルフィードバックレポート専用送信要求が設
定されている場合は、使用中の上りリンクデータのパーシステントスケジューリングまた
は周期的なチャネルフィードバックレポートを停止する。両方が使用されている場合は、
上りリンクデータのパーシステントスケジューリングと周期的なチャネルフィードバック
レポートを同時に停止する。
【０１２３】
　パーシステント用（または周期的チャネルフィードバック用）物理下りリンク制御信号
（ＰＤＣＣＨ）に、“上りリンクリソース割り当てなし”およびチャネルフィードバック
レポート要求が設定されていて、チャネルフィードバックレポート専用送信要求が設定さ
れていない場合は、使用中の上りリンクデータのパーシステントスケジューリングまたは
周期的なチャネルフィードバックレポートを停止する。両方が使用されている場合は、上
りリンクデータのパーシステントスケジューリングと周期的なチャネルフィードバックレ
ポートを同時に停止する。
【０１２４】
　パーシステント用（または周期的チャネルフィードバック用）物理下りリンク制御信号
（ＰＤＣＣＨ）に、“上りリンクリソース割り当てなし”もチャネルフィードバックレポ
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ート要求もチャネルフィードバックレポート専用送信要求も設定されている場合は、周期
的チャネルフィードバックレポートのみを停止する。
【０１２５】
　パーシステント用（または周期的チャネルフィードバック用）物理下りリンク制御信号
（ＰＤＣＣＨ）に、“上りリンクリソース割り当てなし”が設定されていて、チャネルフ
ィードバックレポート要求もチャネルフィードバックレポート専用要求も設定されていな
い場合は、上りリンクデータのパーシステントスケジューリングのみを停止する。
【０１２６】
　図９は、物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）の種類に応じた移動局装置の動作の別
の例を示す図である。この例では、パーシステントスケジューリングと周期的チャネルフ
ィードバック用に、別々のセル無線網臨時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）が割り当てられる。図
９に示す動作は、移動局装置の物理層とＭＡＣ層が連携して制御される。ダイナミック用
物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）に、チャネルフィードバックレポート専用送信要
求が設定されている場合は、チャネルフィードバックレポートのみを、指定されたＰＵＳ
ＣＨで非周期的にワンショット（１回の送信、または１回のＨＡＲＱプロセス）に送信す
る。
【０１２７】
　ダイナミック用物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）に、チャネルフィードバックレ
ポート要求が設定されている場合は、上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）とチャネルフィ
ードバックレポートを、指定されたＰＵＳＣＨで非周期的にワンショットに送信する。ダ
イナミック用物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）に、チャネルフィードバックレポー
ト要求もチャネルフィードバックレポート専用要求も設定されていない場合は、上りリン
クデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）を、指定されたＰＵＳＣＨで非周期的にワンショットに送信す
る。
【０１２８】
　パーシステント用物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）に、チャネルフィードバック
レポート要求が設定されている場合は、上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）とチャネルフ
ィードバックレポートを、指定されたＰＵＳＣＨで周期的に持続的に送信する。この場合
、上りリンクデータのパーシステントスケジューリングと周期的なチャネルフィードバッ
クレポートが同時に設定されることになる。この際のフィードバック周期は、ＲＲＣシグ
ナリングで設定された上りリンクデータのパーシステントスケジューリングの周期となる
。
【０１２９】
　パーシステント用物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）に、チャネルフィードバック
レポート要求もチャネルフィードバックレポート専用要求も設定されていない場合は、上
りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）を、指定されたＰＵＳＣＨで周期的に持続的に送信する
。この際のフィードバック周期は、ＲＲＣシグナリングで設定された上りリンクデータの
パーシステントスケジューリングの周期となる。
【０１３０】
　周期的チャネルフィードバック用物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）を受信した場
合には、上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）を含まずにチャネルフィードバックレポート
のみを、指定されたＰＵＳＣＨで周期的に持続的に送信する。この際のフィードバック周
期は、ＲＲＣシグナリングで設定された周期的チャネルフィードバックレポートの送信周
期となる。
【０１３１】
　次に、上りリンクデータのパーシステントスケジューリングと周期的なチャネルフィー
ドバックレポートの停止（非活性化）方法について説明する。上りリンクデータのパーシ
ステントスケジューリングと周期的なチャネルフィードバックレポートの停止（非活性化
）のため、“上りリンクリソース割り当てなし”の上りリンクグラントを物理下りリンク
制御信号（ＰＤＣＣＨ）で送信する。ここで“上りリンクリソース割り当てなし”は、上
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りリンクグラントに含まれるリソース割り当て情報が予め定められた特別な値になってい
ることで識別される。
【０１３２】
　パーシステント用物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）に、“上りリンクリソース割
り当てなし”およびチャネルフィードバックレポート要求が設定されている場合は、使用
中の上りリンクデータのパーシステントスケジューリングまたは周期的なチャネルフィー
ドバックレポートを停止する。両方が使用されている場合は、上りリンクデータのパーシ
ステントスケジューリングと周期的なチャネルフィードバックレポートを同時に停止する
。
【０１３３】
　パーシステント用物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）に、“上りリンクリソース割
り当てなし”が設定され、チャネルフィードバックレポート要求もチャネルフィードバッ
クレポート専用要求も設定されていない場合は、上りリンクデータのパーシステントスケ
ジューリングのみを停止する。
【０１３４】
　周期的チャネルフィードバック用物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）に、“上りリ
ンクリソース割り当てなし”が設定されている場合は、周期的チャネルフィードバックレ
ポートを停止する。
【０１３５】
　第１の実施形態では、周期的チャネルフィードバックレポートおよび上りリンクのパー
システントスケジューリングのＰＵＳＣＨの時間タイミングについて、上りリンク送信許
可信号に対応するタイミングのサブフレームのＰＵＳＣＨを使用することを前提としてい
る。これにより、動的に高速にリソースの割り当てが可能となる。
【０１３６】
　一方、ＲＲＣシグナリングでサブフレームオフセットを設定しても良い。周期的チャネ
ルフィードバックレポートのサブフレームオフセットと、上りリンクデータのパーシステ
ントスケジューリングのサブフレームオフセットが設定される。この場合は、周期的チャ
ネルフィードバックレポートおよび上りリンクのパーシステントスケジューリングのＰＵ
ＳＣＨの時間タイミングがＲＲＣシグナリングで指定されることになる。これにより、よ
り堅牢なリソースの割り当てが可能となる。
【０１３７】
　図１０は、図７に示すダイナミック用物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）に対応す
る移動局装置と基地局装置の信号の送受信の例を示す図である。Ｄ－ｓｕｂｆｒａｍｅ＃
２で基地局装置は、移動局装置宛のダイナミック用の上りリンクグラントを物理下りリン
ク制御信号（ＰＤＣＣＨ）で送信する。この上りリンクグラントには、チャネルフィード
バックレポート専用要求が含まれる。Ｄ－ｓｕｂｆｒａｍｅ＃２でチャネルフィードバッ
クレポート専用要求を受信した移動局装置は、Ｕ－ｓｕｂｆｒａｍｅ＃６でチャネルフィ
ードバックレポートＣＦＲのみを含んだＰＵＳＣＨで上りリンク送信を行なう。
【０１３８】
　Ｄ－ｓｕｂｆｒａｍｅ＃８で基地局装置は、移動局装置宛のダイナミック用の上りリン
クグラントを物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）で送信する。この上りリンクグラン
トには、チャネルフィードバックレポート要求が含まれる。Ｄ－ｓｕｂｆｒａｍｅ＃８で
チャネルフィードバックレポート要求を受信した移動局装置は、Ｕ－ｓｕｂｆｒａｍｅ＃
１２でチャネルフィードバックレポートＣＦＲと上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）を含
んだＰＵＳＣＨで上りリンク送信を行なう。
【０１３９】
　Ｄ－ｓｕｂｆｒａｍｅ＃１４で基地局装置は、移動局装置宛のダイナミック用の上りリ
ンクグラントを物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）で送信する。この上りリンクグラ
ントには、チャネルフィードバックレポート要求もチャネルフィードバックレポート専用
要求も含まれない。Ｄ－ｓｕｂｆｒａｍｅ＃１４で上りリンクグラントを受信した移動局
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装置は、Ｕ－ｓｕｂｆｒａｍｅ＃１８でチャネルフィードバックレポートＣＦＲを含まな
いＰＵＳＣＨで上りリンク送信を行なう。
【０１４０】
　図１１は、図７に示すパーシステント用（または周期的チャネルフィードバック用）物
理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）でチャネルフィードバックレポート専用要求が指定
された場合に対応する移動局装置と基地局装置の信号の送受信の例を示す図である。移動
局装置と基地局装置は、予めＲＲＣシグナリングの送受信により、周期的チャネルフィー
ドバックレポートのための設定を行なう。この設定には、周期的チャネルフィードバック
レポートの活性化用であることを示す移動局識別子であるセル無線網臨時識別子（Ｃ－Ｒ
ＮＴＩ）と、周期的フィードバックレポートのレポーティングフォーマット（広帯域レポ
ート、移動局選択サブバンドレポート、基地局選択サブバンドレポートなど）、フィード
バック周期（送信間隔）などが含まれる。
【０１４１】
　Ｄ－ｓｕｂｆｒａｍｅ＃２で基地局装置は、移動局装置宛の周期的チャネルフィードバ
ック用の上りリンクグラントを物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）で送信する。この
上りリンクグラントには、チャネルフィードバックレポート専用要求が含まれる。Ｄ－ｓ
ｕｂｆｒａｍｅ＃２でチャネルフィードバックレポート専用要求を受信した移動局装置は
、Ｕ－ｓｕｂｆｒａｍｅ＃６から２サブフレーム間隔（ＲＲＣシグナリングで送信間隔２
サブフレーム（２ｍｓ）が設定されたことを想定）でチャネルフィードバックレポートＣ
ＦＲのみを含んだＰＵＳＣＨで上りリンク送信を行なう。
【０１４２】
　Ｄ－ｓｕｂｆｒａｍｅ＃１８で基地局装置は、“上りリンクリソース割り当てなし”の
周期的チャネルフィードバック用の上りリンクグラントを物理下りリンク制御信号（ＰＤ
ＣＣＨ）で送信する。ここで“上りリンクリソース割り当てなし”は、上りリンクグラン
トに含まれるリソース割り当て情報が予め定められた特別な値になっていることで識別さ
れる。Ｄ－ｓｕｂｆｒａｍｅ＃１８で“上りリンクリソース割り当てなし”の周期的チャ
ネルフィードバック用の上りリンクグラントを受信した移動局装置は、周期的チャネルフ
ィードバックを停止する。
【０１４３】
　図１２は、図７に示すパーシステント用（または周期的チャネルフィードバック用）物
理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）でチャネルフィードバックレポート要求が指定され
た場合に対応する移動局装置と基地局装置の信号の送受信の例を示す図である。移動局装
置と基地局装置は、予めＲＲＣシグナリングの送受信により、周期的チャネルフィードバ
ックレポートのための設定を行なう。この設定には、周期的フィードバックレポートのレ
ポーティングフォーマット（広帯域レポート、移動局選択サブバンドレポート、基地局選
択サブバンドレポートなど）、フィードバック周期（送信間隔）などが含まれる。
【０１４４】
　また、移動局装置と基地局装置は、予めＲＲＣシグナリングの送受信により、パーシス
テントスケジューリングのための設定を行なう。この設定には、パーシステントスケジュ
ーリングの活性化用であることを示す移動局識別子であるセル無線網臨時識別子（Ｃ－Ｒ
ＮＴＩ）と、周期（送信間隔）などが含まれる。以下、ＲＲＣシグナリングでチャネルフ
ィードバックレポート周期５サブフレーム（５ｍｓ）、パーシステントスケジューリング
周期１０サブフレーム（１０ｍｓ）が設定されたことを想定する。
【０１４５】
　Ｄ－ｓｕｂｆｒａｍｅ＃２で基地局装置は、移動局装置宛のパーシステント用の上りリ
ンクグラントを物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）で送信する。この上りリンクグラ
ントには、チャネルフィードバックレポート要求が含まれる。Ｄ－ｓｕｂｆｒａｍｅ＃２
でチャネルフィードバックレポート要求を受信した移動局装置は、Ｕ－ｓｕｂｆｒａｍｅ
＃１１から１０サブフレーム間隔でチャネルフィードバックレポートＣＦＲのみ、Ｕ－ｓ
ｕｂｆｒａｍｅ＃６から１０サブフレーム間隔でチャネルフィードバックレポートＣＦＲ
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と上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）を含んだＰＵＳＣＨで上りリンク送信を行なう。
【０１４６】
　すなわち、チャネルフィードバックレポート送信サブフレームと、パーシステントスケ
ジューリング送信サブフレームとが重なったサブフレームではチャネルフィードバックレ
ポートＣＦＲと上りリンクデータをＰＵＳＣＨで同時に送信する。Ｄ－ｓｕｂｆｒａｍｅ
＃３０で基地局装置は、“上りリンクリソース割り当てなし”のパーシステント用の上り
リンクグラントを物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）で送信する。ここで“上りリン
クリソース割り当てなし”は、上りリンクグラントに含まれるリソース割り当て情報が予
め定められた特別な値になっていることで識別される。
【０１４７】
　Ｄ－ｓｕｂｆｒａｍｅ＃３０で“上りリンクリソース割り当てなし”のパーシステント
用の上りリンクグラントを受信した移動局装置は、周期的チャネルフィードバックおよび
／またはパーシステントリソースでの上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）の送信を停止す
る。どちらを停止するかは、パーシステント用の上りリンクグラントに含まれる。チャネ
ルフィードバックレポート要求およびチャネルフィードバックレポート専用要求および“
上りリンクリソース割り当てなし”のコンビネーションによって決定される。
【０１４８】
　図１３は、図７に示すパーシステント用（または周期的チャネルフィードバック用）物
理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）でチャネルフィードバックレポート要求が指定され
た場合に対応する移動局装置と基地局装置の信号の送受信の別の例を示す図である。移動
局装置と基地局装置は、予めＲＲＣシグナリングの送受信により、周期的チャネルフィー
ドバックレポートのための設定を行なう。この設定には、周期的フィードバックレポート
のレポーティングフォーマット（広帯域レポート、移動局選択サブバンドレポート、基地
局選択サブバンドレポートなど）、フィードバック周期（送信間隔）などが含まれる。
【０１４９】
　また、移動局装置と基地局装置は、予めＲＲＣシグナリングの送受信により、パーシス
テントスケジューリングのための設定を行なう。この設定には、パーシステントスケジュ
ーリングの活性化用であることを示す移動局識別子であるセル無線網臨時識別子（Ｃ－Ｒ
ＮＴＩ）と、周期（送信間隔）などが含まれる。以下、ＲＲＣシグナリングでチャネルフ
ィードバックレポート周期５サブフレーム（５ｍｓ）、パーシステントスケジューリング
周期１０サブフレーム（１０ｍｓ）が設定されたことを想定する。
【０１５０】
　Ｄ－ｓｕｂｆｒａｍｅ＃２で基地局装置は、移動局装置宛のパーシステント用の上りリ
ンクグラントを物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）で送信する。この上りリンクグラ
ントには、チャネルフィードバックレポート要求が含まれる。Ｄ－ｓｕｂｆｒａｍｅ＃２
でチャネルフィードバックレポート要求を受信した移動局装置は、Ｕ－ｓｕｂｆｒａｍｅ
＃６から１０サブフレーム間隔でチャネルフィードバックレポートＣＦＲと上りリンクデ
ータ（ＵＬ－ＳＣＨ）を含んだＰＵＳＣＨで上りリンク送信を行なう。
【０１５１】
　すなわち、パーシステントスケジューリング送信サブフレームでのみチャネルフィード
バックレポートＣＦＲが送信される。Ｄ－ｓｕｂｆｒａｍｅ＃３０で基地局装置は、“上
りリンクリソース割り当てなし”の周期的チャネルフィードバック用の上りリンクグラン
トを物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）で送信する。ここで“上りリンクリソース割
り当てなし”は、上りリンクグラントに含まれるリソース割り当て情報が予め定められた
特別な値になっていることで識別される。
【０１５２】
　Ｄ－ｓｕｂｆｒａｍｅ＃３０で“上りリンクリソース割り当てなし”のパーシステント
用の上りリンクグラントを受信した移動局装置は、周期的チャネルフィードバックおよび
／またはパーシステントリソースでの上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）の送信を停止す
る。どちらを停止するかは、パーシステント用の上りリンクグラントに含まれる。チャネ
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ルフィードバックレポート要求およびチャネルフィードバックレポート専用要求および“
上りリンクリソース割り当てなし”のコンビネーションによって決定される。
【０１５３】
　図１４は、図７に示すパーシステント用（または周期的チャネルフィードバック用）物
理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）でチャネルフィードバックレポート専用要求が指定
された場合に対応する移動局装置と基地局装置の信号の送受信の例を示す図である。移動
局装置と基地局装置は、予めＲＲＣシグナリングの送受信により、パーシステントスケジ
ューリングのための設定を行なう。この設定には、パーシステントスケジューリングの活
性化用であることを示す移動局識別子であるセル無線網臨時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）と、
周期（送信間隔）などが含まれる。
【０１５４】
　Ｄ－ｓｕｂｆｒａｍｅ＃２で基地局装置は、移動局装置宛のパーシステント用の上りリ
ンクグラントを物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）で送信する。この上りリンクグラ
ントには、チャネルフィードバックレポート要求もチャネルフィードバックレポート専用
要求も含まれない。Ｄ－ｓｕｂｆｒａｍｅ＃２で通常のパーシステント用の上りリンクグ
ラントを受信した移動局装置は、Ｕ－ｓｕｂｆｒａｍｅ＃６から２サブフレーム間隔（Ｒ
ＲＣシグナリングで送信間隔１０サブフレーム（１０ｍｓが設定されたことを想定）で、
チャネルフィードバックレポートＣＦＲを含まずに上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）を
ＰＵＳＣＨで上りリンク送信を行なう。Ｄ－ｓｕｂｆｒａｍｅ＃１８で“上りリンクリソ
ース割り当てなし”のパーシステント用の上りリンクグラントを物理下りリンク制御信号
（ＰＤＣＣＨ）で送信する。
【０１５５】
　ここで“上りリンクリソース割り当てなし”は、上りリンクグラントに含まれるリソー
ス割り当て情報が予め定められた特別な値になっていることで識別される。Ｄ－ｓｕｂｆ
ｒａｍｅ＃１８で“上りリンクリソース割り当てなし”のパーシステント用の上りリンク
グラントを受信した移動局装置は、パーシステントリソースでの上りリンクデータ（ＵＬ
－ＳＣＨ）の送信を停止する。
【０１５６】
　なお、パーシステントリソースでの上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）の送信や、周期
的チャネルフィードバックの送信のサブフレームで、一時的なチャネルフィードバックレ
ポートが要求された場合、その一時的なチャネルフィードバックレポートを要求する上り
リンクグラントに応じたリソースで、上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）および一時的な
チャネルフィードバックレポートを送信する。すなわち、一時的なチャネルフィードバッ
クレポートは、パーシステントリソースでの上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）の送信や
、周期的チャネルフィードバックの送信を上書きする。
【０１５７】
　また、パーシステントリソースでの上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）の送信や、周期
的チャネルフィードバックの送信のサブフレームで、一時的なチャネルフィードバックレ
ポート専用送信が要求された場合、その一時的なチャネルフィードバックレポートを要求
する上りリンクグラントに応じたリソースで、上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）を含ま
ないで一時的なチャネルフィードバックレポートを送信する。また、パーシステントリソ
ースでの上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）の送信のサブフレームで、一時的なチャネル
フィードバックレポート要求を含まない上りリンクグラントを受信した場合、上りリンク
グラントに応じたリソースで、上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）を送信する。また、周
期的チャネルフィードバックの送信のサブフレームで、一時的なチャネルフィードバック
レポート要求を含まない上りリンクグラントを受信した場合、上りリンクグラントに応じ
たリソースで、周期的チャネルフィードバックレポートを送信する。
【０１５８】
　図１０から図１４は、図７に示すパーシステント用（または周期的チャネルフィードバ
ック用）物理下りリンク制御信号（ＰＤＣＣＨ）の解釈をベースに説明したが、図８およ
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び図９のパーシステント用（または周期的チャネルフィードバック用）物理下りリンク制
御信号（ＰＤＣＣＨ）にも容易に適用できる。
【０１５９】
　以上説明したように、第１の実施形態によれば、上りリンクデータのためのＰＵＳＣＨ
のパーシステントスケジューリングと周期的なチャネルフィードバックレポートＣＦＲの
ためのＰＵＳＣＨの持続的な割り当てとを共通の指示信号を使って活性化することが可能
となる。これにより、システムの設計が簡略化できる。また、基地局装置は、上りリンク
リソースの使用状況、下りリンクチャネル状態、下りリンクデータバッファの量などに応
じて、動的に持続的なチャネルフィードバックレポートと一時的なチャネルフィードバッ
クレポートを切り替えることが可能となる。また、周期的なチャネルフィードバックと非
周期的なチャネルフィードバックを動的に起動することが可能となる。また、チャネルフ
ィードバックのみの送信とチャネルフィードバックと上りリンクデータの同時送信を動的
変更することが可能となる。
【０１６０】
　（第２の実施形態）
　第１の実施形態においては、説明の都合上、基地局装置と移動局装置とが一対一の場合
を例にとって説明したが、基地局装置および移動局装置は複数であっても良いことはもち
ろんである。また、移動局装置とは、移動する端末に限らず、基地局装置や固定端末に移
動局装置の機能を実装することがあっても良い。また、以上説明した実施形態において、
基地局装置内の各機能や、移動局装置内の各機能を実現するためのプログラムをコンピュ
ータ読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムをコンピ
ュータシステムに読み込ませ、実行することにより基地局装置や移動局装置の制御を行な
っても良い。なお、ここでいう「コンピュータシステム」とは、ＯＳや周辺機器等のハー
ドウェアを含むものとする。
【０１６１】
　また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁気
ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハー
ドディスク等の記憶装置のことをいう。さらに、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体
」とは、インターネット等のネットワークや電話回線等の通信回線を介してプログラムを
送信する場合の通信線のように、短時刻の間、動的にプログラムを保持するもの、その場
合のサーバやクライアントとなるコンピュータシステム内部の揮発性メモリのように、一
定時刻プログラムを保持しているものも含むものとする。また上記プログラムは、前述し
た機能の一部を実現するためのものであっても良く、さらに、前述した機能をコンピュー
タシステムに既に記録されているプログラムとの組み合わせで実現できるものであっても
良い。
【０１６２】
　以上説明したように、本実施形態では、次のような構成を採ることができる。すなわち
、本実施形態に係る移動局装置は、基地局装置から受信した上りリンクリソース割り当て
を行なう下りリンク制御信号に含まれる情報に基づいて、持続的に割り当てられた上りリ
ンクリソースまたは一時的に割り当てられた上りリンクリソースのいずれか一方を、チャ
ネルフィードバックレポートを送信するための上りリンクリソースとして選択することを
特徴としている。
【０１６３】
　このように、下りリンク制御信号に含まれる情報に基づいて、持続的に割り当てられた
上りリンクリソースまたは一時的に割り当てられた上りリンクリソースのいずれか一方を
、チャネルフィードバックレポートを送信するための上りリンクリソースとして選択する
ので、持続的または一時的に割り当てられた上りリンクリソースを効率的に切り替えるこ
とができる。基地局装置は、上りリンクリソースの使用状況、下りリンクチャネル状態、
下りリンクデータバッファの量などに応じて、動的に持続的または一時的なチャネルフィ
ードバックレポートを切り替えることが可能となる。その結果、移動局装置は、効率的な
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信号を使用してチャネルフィードバックレポートを基地局装置に対して送信することがで
きる。さらに、システムの設計を簡略化させることが可能となる。
【０１６４】
　また、本実施形態に係る移動局装置は、前記下りリンク制御信号に、チャネルフィード
バックレポートを要求する情報が含まれている場合は、持続的に割り当てられた上りリン
クリソースで、上りリンクデータおよびチャネルフィードバックレポートを前記基地局装
置に対して送信する一方、前記下りリンク制御信号に、チャネルフィードバックレポート
を要求する情報が含まれていない場合は、持続的に割り当てられた上りリンクリソースで
、上りリンクデータを前記基地局装置に対して送信することを特徴としている。
【０１６５】
　このように、下りリンク制御信号に、チャネルフィードバックレポートを要求する情報
が含まれている場合は、持続的に割り当てられた上りリンクリソースで、上りリンクデー
タおよびチャネルフィードバックレポートを基地局装置に対して送信するので、上りリン
クデータのパーシステントスケジューリングと周期的なチャネルフィードバックレポート
が同時に設定されることとなり、両者の仕組みを共用することが可能となる。また、上り
リンクデータと同時にチャネルフィードバックレポートを送信するので、リソースおよび
消費電力を有効に活用することが可能となる。また、下りリンク制御信号に、チャネルフ
ィードバックレポートを要求する情報が含まれていない場合は、持続的に割り当てられた
上りリンクリソースで、上りリンクデータを基地局装置に対して送信するので、チャネル
フィードバックレポートと上りリンクデータとの同時送信と、上りリンクデータのみの送
信とを動的に切り替えることが可能となる。
【０１６６】
　また、本実施形態に係る移動局装置は、前記下りリンク制御信号に、上りリンクデータ
を含まず、チャネルフィードバックレポートのみを要求する情報が含まれている場合は、
持続的に割り当てられた上りリンクリソースで、チャネルフィードバックレポートを前記
基地局装置に対して送信することを特徴としている。
【０１６７】
　このように、下りリンク制御信号に、上りリンクデータを含まず、チャネルフィードバ
ックレポートのみを要求する情報が含まれている場合は、持続的に割り当てられた上りリ
ンクリソースで、チャネルフィードバックレポートを基地局装置に対して送信するので、
チャネルフィードバックレポートのみの送信とチャネルフィードバックレポートと上りリ
ンクデータとの同時送信を動的に切り替えることが可能となる。また、移動局装置は、効
率的な信号を使用してチャネルフィードバックレポートを基地局装置に対して送信するこ
とができる。
【０１６８】
　また、本実施形態に係る移動局装置は、前記下りリンク制御信号に、リソース割り当て
がない旨を示す情報が含まれている場合は、持続的に割り当てられた上りリンクリソース
で、チャネルフィードバックレポートを前記基地局装置に対して送信する動作を停止する
ことを特徴としている。
【０１６９】
　このように、下りリンク制御信号に、リソース割り当てがない旨を示す情報が含まれて
いる場合は、持続的に割り当てられた上りリンクリソースで、チャネルフィードバックレ
ポートを基地局装置に対して送信する動作を停止するので、チャネルフィードバックレポ
ートの送信および送信停止を動的に切り替えることが可能となる。
【０１７０】
　また、本実施形態に係る移動局装置は、基地局装置との間で無線通信を行なう移動局装
置であって、基地局装置から、上りリンクリソース割り当てを行なう下りリンク制御信号
を受信する移動局側受信部と、前記下りリンク制御信号に含まれる情報に基づいて、持続
的に割り当てられた上りリンクリソースまたは一時的に割り当てられた上りリンクリソー
スのいずれか一方を、チャネルフィードバックレポートを前記基地局装置に対して送信す
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るリソースとして選択する選択部と、前記選択した上りリンクリソースでチャネルフィー
ドバックレポートを前記基地局装置に対して送信する移動局側送信部と、を備えることを
特徴としている。
【０１７１】
　このように、下りリンク制御信号に含まれる情報に基づいて、持続的に割り当てられた
上りリンクリソースまたは一時的に割り当てられた上りリンクリソースのいずれか一方を
、チャネルフィードバックレポートを送信するための上りリンクリソースとして選択する
ので、持続的または一時的に割り当てられた上りリンクリソースを効率的に切り替えるこ
とができる。その結果、移動局装置は、効率的な信号を使用してチャネルフィードバック
レポートを基地局装置に対して送信することができる。さらに、システムの設計を簡略化
させることが可能となる。
【０１７２】
　また、本実施形態に係る基地局装置は、移動局装置に対して、持続的に割り当てられた
上りリンクリソースまたは一時的に割り当てられた上りリンクリソースのいずれか一方を
、チャネルフィードバックレポートを送信するための上りリンクリソースとして選択させ
る情報を、上りリンクリソース割り当てを行なう下りリンク制御信号に含めて送信するこ
とを特徴としている。
【０１７３】
　このように、移動局装置に対して、持続的に割り当てられた上りリンクリソースまたは
一時的に割り当てられた上りリンクリソースのいずれか一方を、チャネルフィードバック
レポートを送信するための上りリンクリソースとして選択させる情報を、上りリンクリソ
ース割り当てを行なう下りリンク制御信号に含めて送信するので、持続的または一時的に
割り当てられた上りリンクリソースを効率的に切り替えることができる。その結果、効率
的な信号を使用してチャネルフィードバックレポートを送信することを移動局装置に対し
て要求することができる。さらに、システムの設計を簡略化させることが可能となる。
【０１７４】
　また、本実施形態に係る基地局装置は、前記下りリンク制御信号に、チャネルフィード
バックレポートを要求する情報を含めることによって、前記移動局装置に対して、持続的
に割り当てられた上りリンクリソースで、上りリンクデータおよびチャネルフィードバッ
クレポートを送信する要求を行なう一方、前記下りリンク制御信号に、チャネルフィード
バックレポートを要求する情報を含めないことによって、前記移動局装置に対して、持続
的に割り当てられた上りリンクリソースで、上りリンクデータを送信する要求を行なうこ
とを特徴としている。
【０１７５】
　このように、下りリンク制御信号に、チャネルフィードバックレポートを要求する情報
を含めることによって、移動局装置に対して、持続的に割り当てられた上りリンクリソー
スで、上りリンクデータおよびチャネルフィードバックレポートを送信する要求を行なう
ので、移動局装置において、上りリンクデータのパーシステントスケジューリングと周期
的なチャネルフィードバックレポートが同時に設定されることとなり、両者の仕組みを共
用することが可能となる。また、移動局装置に対して、上りリンクデータと同時にチャネ
ルフィードバックレポートを送信させるので、リソースおよび消費電力を有効に活用する
ことが可能となる。また、下りリンク制御信号に、チャネルフィードバックレポートを要
求する情報を含めないことによって、移動局装置に対して、持続的に割り当てられた上り
リンクリソースで、上りリンクデータを送信する要求を行なうので、移動局装置に対して
、チャネルフィードバックレポートと上りリンクデータとの同時送信と、上りリンクデー
タのみの送信とを動的に切り替えさせることが可能となる。
【０１７６】
　また、本実施形態に係る基地局装置は、前記下りリンク制御信号に、上りリンクデータ
を含まず、チャネルフィードバックレポートのみを要求する情報を含めることによって、
前記移動局装置に対して、持続的に割り当てられた上りリンクリソースで、チャネルフィ
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ードバックレポートを送信する要求を行なうことを特徴としている。
【０１７７】
　このように、下りリンク制御信号に、上りリンクデータを含まず、チャネルフィードバ
ックレポートのみを要求する情報を含めることによって、移動局装置に対して、持続的に
割り当てられた上りリンクリソースで、チャネルフィードバックレポートを送信する要求
を行なうので、移動局装置において、チャネルフィードバックレポートのみの送信とチャ
ネルフィードバックレポートと上りリンクデータとの同時送信を動的に切り替えることが
可能となる。また、効率的な信号を使用してチャネルフィードバックレポートを送信する
ことを移動局装置に対して要求することができる。
【０１７８】
　また、本実施形態に係る基地局装置は、前記下りリンク制御信号に、リソース割り当て
がない旨を示す情報を含めることによって、前記移動局装置に対して、持続的に割り当て
られた上りリンクリソースで、チャネルフィードバックレポートを送信する動作を停止す
る要求を行なうことを特徴としている。
【０１７９】
　このように、下りリンク制御信号に、リソース割り当てがない旨を示す情報を含めるこ
とによって、移動局装置に対して、持続的に割り当てられた上りリンクリソースで、チャ
ネルフィードバックレポートを送信する動作を停止する要求を行なうので、移動局装置に
おいて、チャネルフィードバックレポートの送信および送信停止を動的に切り替えること
が可能となる。
【０１８０】
　また、本実施形態に係る基地局装置は、移動局装置との間で無線通信を行なう基地局装
置であって、移動局装置から受信したチャネルフィードバックレポートを含む情報、およ
び上位層から入力されたスケジューリング情報に基づいて、移動局装置に対して、持続的
に割り当てられた上りリンクリソースまたは一時的に割り当てられた上りリンクリソース
のいずれか一方を、チャネルフィードバックレポートを送信するための上りリンクリソー
スとして指定する情報を生成し、前記生成した情報を上りリンクリソース割り当てを行な
う下りリンク制御信号に含めるスケジューリングを行なうスケジューリング部と、前記下
りリンク制御信号を前記基地局装置に対して送信する基地局側送信部と、を備えることを
特徴としている。
【０１８１】
　このように、移動局装置に対して、持続的に割り当てられた上りリンクリソースまたは
一時的に割り当てられた上りリンクリソースのいずれか一方を、チャネルフィードバック
レポートを送信するための上りリンクリソースとして選択させる情報を、上りリンクリソ
ース割り当てを行なう下りリンク制御信号に含めて送信するので、持続的または一時的に
割り当てられた上りリンクリソースを効率的に切り替えることができる。その結果、効率
的な信号を使用してチャネルフィードバックレポートを送信することを移動局装置に対し
て要求することができる。さらに、システムの設計を簡略化させることが可能となる。
【０１８２】
　また、本実施形態に係る通信システムは、前述した移動局装置および基地局装置から構
成されることを特徴としている。
【０１８３】
　この構成によれば、基地局装置は、移動局装置に対して、持続的に割り当てられた上り
リンクリソースまたは一時的に割り当てられた上りリンクリソースのいずれか一方を、チ
ャネルフィードバックレポートを送信するための上りリンクリソースとして選択させる情
報を、上りリンクリソース割り当てを行なう下りリンク制御信号に含めて送信するので、
移動局装置において、持続的または一時的に割り当てられた上りリンクリソースを効率的
に切り替えることができる。その結果、基地局装置は、効率的な信号を使用してチャネル
フィードバックレポートを送信することを移動局装置に対して要求することができる。さ
らに、システムの設計を簡略化させることが可能となる。
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【０１８４】
　また、本実施形態に係る移動局装置は、基地局装置から受信した移動局識別子に基づい
て、検索すべき下りリンク制御信号の領域を定める移動局装置であって、複数の移動局識
別子を保持する場合、一つの移動局識別子に応じた下りリンク制御信号の検索領域におい
て、前記複数の移動局識別子を検索することを特徴としている。
【０１８５】
　このように、複数の移動局識別子を保持する場合、一つの移動局識別子に応じた下りリ
ンク制御信号の検索領域において、複数の移動局識別子を検索するので、検索領域を制限
することができる。その結果、何度もデコードする必要がなくなるため、消費電力を低減
することが可能となると共に、回路規模を小さくすることが可能となる。
【０１８６】
　また、本実施形態に係る移動局装置は、基地局装置から受信した移動局識別子に基づい
て、検索すべき下りリンク制御信号の領域を定める移動局装置であって、複数の移動局識
別子を保持する場合、移動局識別子に依存しない共通の下りリンク制御信号の検索領域に
おいて、パーシステントスケジューリング用の移動局識別子を検索することを特徴として
いる。
【０１８７】
　このように、複数の移動局識別子を保持する場合、移動局識別子に依存しない共通の下
りリンク制御信号の検索領域において、パーシステントスケジューリング用の移動局識別
子を検索するので、移動局装置は、下りリンク制御信号の検索空間（検索領域ともいう）
を維持しながら、別のパーシステントスケジューリング用または周期的チャネルフィード
バック用のセル無線網臨時識別子を検索することになり、処理を軽減することが可能とな
る。
【０１８８】
　また、本実施形態に係る基地局装置は、移動局装置に対して移動局識別子を送信するこ
とにより、移動局装置が検索すべき下りリンク制御信号の領域を定める基地局装置であっ
て、移動局装置に対して複数の移動局識別子を割り当てた場合、一つの移動局識別子に応
じた下りリンク制御信号の領域を検索領域に、前記それぞれの移動局識別子を含む下りリ
ンク制御信号を配置することを特徴としている。
【０１８９】
　このように、移動局装置に対して複数の移動局識別子を割り当てた場合、一つの移動局
識別子に応じた下りリンク制御信号の領域を検索領域に、それぞれの移動局識別子を含む
下りリンク制御信号を配置するので、移動局装置における検索領域を制限することができ
る。その結果、移動局装置において、何度もデコードする必要がなくなるため、消費電力
を低減することが可能となると共に、回路規模を小さくすることが可能となる。
【０１９０】
　また、本実施形態に係る基地局装置は、移動局装置に対して移動局識別子を送信するこ
とにより、移動局装置が検索すべき下りリンク制御信号の領域を定める基地局装置であっ
て、移動局装置に対して複数の移動局識別子を割り当てた場合、移動局識別子に依存しな
い共通の下りリンク制御信号の検索領域に、パーシステントスケジューリング用の移動局
識別子を含む下りリンク制御信号を配置することを特徴としている。
【０１９１】
　このように、移動局装置に対して複数の移動局識別子を割り当てた場合、移動局識別子
に依存しない共通の下りリンク制御信号の検索領域に、パーシステントスケジューリング
用の移動局識別子を含む下りリンク制御信号を配置するので、移動局装置は、下りリンク
制御信号の検索空間（検索領域ともいう）を維持しながら、別のパーシステントスケジュ
ーリング用または周期的チャネルフィードバック用のセル無線網臨時識別子を検索するこ
とになり、処理を軽減することが可能となる。
【０１９２】
　以上、この発明の実施形態について図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
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の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も特許請
求の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【０１９３】
１００　基地局装置
１０１　データ制御部
１０２　ＯＦＤＭ変調部
１０３　無線部
１０４　スケジューリング部
１０５　チャネル推定部
１０６　ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ復調部
１０７　データ抽出部
１０８　上位層
１０９　無線リソース制御部
２００　移動局装置
２０１　データ制御部
２０２　ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ変調部
２０３　無線部
２０４　スケジューリング部
２０５　チャネル推定部
２０６　ＯＦＤＭ復調部
２０７　データ抽出部
２０８　上位層
２０９　無線リソース制御部

【図１】 【図２】
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